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本
稿
で
取
り
上
げ
る
再
生
絹
糸
は
、
一
度
使
用
さ
れ
た
織
物
や
編

物
を
解
し
て
再
び
糸
と
し
て
利
用
す
る
類
の
も
の
で
は
な
く
、
繭
や

副
蚕
糸
な
ど
の
絹
質
物
を
化
学
薬
品
で
溶
解
し
、
そ
れ
を
凝
固
さ
せ

て
糸
の
形
に
再
生
し
た
も
の
で
あ
る
。
再
生
絹
糸
は
、
一
九
二
〇
年

代
後
半
か
ら
一
九
三
〇
年
代
初
頭
に
か
け
て
、
大
学
・
高
等
工
業
学

校
、
民
間
企
業
、
各
種
研
究
機
関
で
活
発
な
研
究
活
動
が
行
わ
れ
て

お
り
、
新
聞
や
雑
誌
で
も
度
々
取
り
上
げ
ら
れ
、
大
き
な
脚
光
を
集

め
て
い
た
。
一
九
二
〇
年
代
後
半
か
ら
一
九
三
〇
年
代
中
頃
に
か
け

て
は
、
期
待
が
現
実
の
も
の
と
な
る
か
の
よ
う
に
、
再
生
絹
糸
に
つ

い
て
の
特
許
が
い
く
つ
も
登
場
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
中
心
的
な

開
発
主
体
の
一
つ
で
あ
っ
た
鐘
淵
紡
績
以
外
で
は
工
業
生
産
に
至
ら

ず
、
そ
の
研
究
活
動
は
次
第
に
低
調
と
な
っ
て
い
っ
た
。

　

こ
の
再
生
絹
糸
は
、
表
1
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
蚕
糸
業
が
成
長

か
ら
停
滞
に
向
か
い
、
そ
れ
に
と
も
な
い
原
料
面
で
の
つ
な
が
り
の

深
い
絹
糸
紡
績
業
に
も
影
響
が
及
び
始
め
る
一
方
、
新
興
の
化
学
繊

維
工
業
が
大
き
く
発
展
す
る
転
換
期
に
登
場
し
た
も
の
で
あ
り
、
当

時
は
、
蚕
糸
業
、
絹
糸
紡
績
業
、
化
学
繊
維
工
業
な
ど
の
広
範
囲
に

影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
を
秘
め
て
い
た
。
ま
ず
蚕
糸
業
に
対
し
て
は
、

再
生
絹
糸
の
生
産
で
は
原
料
の
質
が
二
義
的
に
な
る
と
さ
れ
た
た
め
、

新
し
い
産
繭
法
の
開
発
も
含
め
て
産
繭
量
の
増
加
が
追
及
さ
れ
や
す
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く
な
り
、
ま
た
製
糸
工
程
で
は
集
緒
や
接
緒
な
ど

の
い
く
つ
か
の
作
業
が
不
要
に
な
る
こ
と
か
ら
、

大
き
な
合
理
化
を
も
た
ら
す
可
能
性
が
あ
っ
た
。

次
に
絹
糸
紡
績
業
に
対
し
て
は
、
蚕
糸
業
か
ら
生

じ
る
屑
物
（
副
蚕
糸
）
の
有
効
利
用
と
い
う
点
で

は
同
じ
で
あ
っ
た
が
、
再
生
絹
糸
は
、
副
蚕
糸
を

物
理
的
に
糸
に
す
る
絹
糸
紡
績
か
ら
さ
ら
に
進
み
、

副
蚕
糸
を
化
学
的
に
糸
に
再
構
成
し
よ
り
絹
に
近

い
も
の
を
作
り
出
す
こ
と
が
目
指
さ
れ
て
お
り
、

そ
こ
に
絹
糸
紡
績
と
は
異
な
る
技
術
的
な
可
能
性

が
あ
っ
た
。
最
後
に
化
学
繊
維
工
業
に
対
し
て
は
、

結
果
と
し
て
人
絹
糸
の
発
展
の
影
に
隠
れ
て
大
き

く
伸
び
る
こ
と
の
な
か
っ
た
技
術
で
あ
っ
た
が
、

よ
う
や
く
化
学
繊
維
工
業
が
規
模
を
拡
大
し
始
め

た
当
時
と
し
て
は
、
再
生
絹
糸
は
人
絹
糸
と
品
質

的
・
価
格
的
に
競
合
し
得
る
可
能
性
が
あ
っ
た
。

　

再
生
絹
糸
は
、
大
規
模
な
工
業
生
産
に
移
る
こ

と
が
な
か
っ
た
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
ほ

と
ん
ど
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
蚕

糸
業
史
研
究
で
は
、
蚕
糸
業
が
発
展
し
た
時
代
の

表 1　各種原料・繊維・織物の生産高

繭
（トン）

生糸
（トン）

副蚕糸
（トン）

絹糸紡績
原料（トン）

絹糸紡績糸
（トン）

富士絹
（千疋）

銘仙
（千疋）

人絹糸
（トン）

1920 237,465 21,877 6,878 6,908 1,775 123 2,634 91
1921 237,442 23,395 8,914 8,906 1,900 135 4,543 113
1922 227,061 24,261 8,610 8,602 2,540 223 4,103 113
1923 260,730 25,335 9,431 13,482 2,786 296 4,075 354
1924 276,771 28,414 10,796 10,786 3,038 468 3,974 621
1925 317,924 31,066 13,249 13,236 3,440 768 3,723 1,451
1926 325,124 34,130 13,343 13,330 3,946 765 4,015 2,268
1927 340,646 37,051 14,149 14,135 4,603 1,075 4,647 4,763
1928 351,833 39,691 14,779 14,764 5,376 1,278 5,531 7,484
1929 382,735 42,346 15,458 16,807 5,902 1,496 5,427 12,320
1930 399,093 42,619 14,029 15,149 5,581 1,235 6,440 16,851
1931 363,872 43,811 13,744 15,808 5,851 1,086 6,244 22,151
1932 335,612 41,590 13,556 15,140 7,047 1,372 6,215 31,744
1933 379,113 42,161 13,988 16,987 7,131 1,404 5,730 44,451
1934 326,522 45,243 15,053 16,754 7,140 1,320 6,136 68,895
1935 307,434 43,733 15,071 16,239 7,360 945 5,677 101,625
1936 310,518 42,327 12,863 13,563 6,627 771 4,411 126,715
1937 322,044 41,875 12,128 12,581 4,859 835 4,839 152,392

出所：富士絹と銘仙は、日本繊維産業史刊行委員会編『日本繊維産業史　各論篇』（繊維年鑑刊行会、
1958年）246頁、252〜253頁、それ以外は、日本繊維産業史刊行委員会編『日本繊維産業史　総論
篇』（繊維年鑑刊行会、1958年）924頁、939〜940頁、942〜943頁より作成。

注：富士絹は経糸・緯糸に絹糸紡績糸を用いた平織の絹織物、銘仙は玉糸や絹糸紡績糸を用いた平
織の実用的絹織物である。
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研
究
が
多
く
、
一
九
三
〇
年
代
を
対
象
と
し
た
研
究
は
限
ら
れ
て
い

る
上
、
そ
の
停
滞
す
る
中
で
の
養
蚕
業
や
製
糸
業
の
経
営
合
理
化
と

の
関
連
で
も
再
生
絹
糸
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た）1
（

。
絹

糸
紡
績
業
史
研
究
は
、
研
究
自
体
が
少
な
い
上
に
、
多
く
は
産
業
史

的
な
概
観
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
原
料
面
で
関
係
す
る
可
能
性
が

あ
っ
た
と
は
い
っ
て
も
、
再
生
絹
糸
に
触
れ
ら
れ
る
こ
と
は
皆
無
で

あ
っ
た）2
（

。
化
学
繊
維
工
業
史
研
究
で
は
、
ビ
ス
コ
ー
ス
法
や
銅
ア
ン

モ
ニ
ア
法
の
セ
ル
ロ
ー
ス
系
再
生
繊
維
を
主
な
対
象
と
し
て
お
り
、

も
う
一
方
の
可
能
性
で
あ
っ
た
再
生
絹
糸
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と

は
少
な
か
っ
た）3
（

。
わ
ず
か
な
が
ら
産
業
史
を
描
い
た
文
献
の
中
で
、

再
生
絹
糸
は
過
渡
的
な
技
術
と
し
て
簡
単
に
紹
介
さ
れ
る
か
、
蛋
白

繊
維
の
中
の
一
つ
の
繊
維
と
し
て
補
足
的
に
紹
介
さ
れ
て
き
た）4
（

。
時

代
の
徒
花
と
も
い
え
る
存
在
の
再
生
絹
糸
で
あ
る
が
、
人
絹
糸
の
発

展
を
前
提
と
す
る
議
論
で
は
、
そ
の
工
業
化
の
意
義
を
評
価
す
る
こ

と
な
く
、
見
落
と
す
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。

　

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
多
く
の
注
目
と
期
待
を
集
め
な
が
ら
歴
史

の
片
隅
に
埋
没
し
た
再
生
絹
糸
に
つ
い
て
、
原
料
面
で
の
蚕
糸
業
や

絹
糸
紡
績
業
と
の
関
係
、
市
場
面
で
の
製
糸
業
や
化
学
繊
維
工
業
と

の
関
係
を
踏
ま
え
つ
つ
、
そ
の
工
業
化
の
意
義
を
検
討
し
、
開
発
か

ら
撤
退
ま
で
の
過
程
を
明
ら
か
に
す
る）5
（

。
成
功
と
は
い
え
な
い
技
術

で
あ
る
再
生
絹
糸
の
考
察
は
、
技
術
史
的
な
関
心
の
み
で
取
り
上
げ

ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
昭
和
恐
慌
で
苦
境
に
直
面
し
た
蚕
糸
業
の

一
つ
の
可
能
性
を
明
ら
か
に
す
る
と
同
時
に
、
綿
花
や
羊
毛
を
ほ
ぼ

全
量
輸
入
に
依
存
す
る
と
い
う
日
本
の
繊
維
産
業
の
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク

に
起
因
す
る
繊
維
資
源
の
有
効
利
用
と
い
う
問
題
に
も
接
近
す
る
も

の
で
あ
る
。
日
本
に
と
っ
て
、
絹
は
養
蚕
に
よ
っ
て
唯
一
自
給
す
る

こ
と
が
で
き
る
繊
維
で
あ
り
、
そ
の
有
効
利
用
は
重
要
な
課
題
で

あ
っ
た
。
日
本
の
絹
糸
紡
績
業
は
、
輸
出
し
た
副
蚕
糸
を
原
料
と
し

て
作
ら
れ
た
製
品
を
輸
入
す
る
と
い
う
事
態
を
改
め
る
こ
と
か
ら
始

ま
り
、
そ
の
後
は
発
展
を
遂
げ
る
蚕
糸
業
か
ら
生
じ
る
副
蚕
糸
を
浪

費
す
る
こ
と
な
く
、
付
加
価
値
を
高
め
て
輸
出
す
る
方
向
に
進
ん
で

い
っ
た
。
再
生
絹
糸
は
、
絹
糸
紡
績
に
始
ま
る
繊
維
資
源
の
有
効
利

用
の
一
つ
の
帰
結
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
が
、
一
九
三
〇
年
代
中

頃
に
は
、
綿
花
や
羊
毛
の
輸
入
の
見
通
し
が
不
透
明
に
な
る
中
で
、

そ
れ
ら
の
代
わ
り
と
し
て
利
用
さ
れ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
、
繊
維
資
源
の
有
効
利
用
の
想
定
す
る
範
囲
が
広
が
る
こ
と
に

な
っ
た
。
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一　

開
発
期
の
再
生
絹
糸
と
関
連
産
業

（
1
）　
再
生
絹
糸
の
開
発
史

　

再
生
絹
糸
に
つ
い
て
、
有
力
な
開
発
主
体
で
あ
っ
た
星
野
絹
糸
化

学
研
究
所
は
、「
繭
、
屑
繭
、
熨
斗
糸
、
生
皮
苧
等
は
も
と
よ
り
あ

ら
ゆ
る
蠶
絲
類
を
化
學
的
に
藥
品
に
溶
か
し
、
人
絹
を
作
る
と
同
じ

や
う
な
方
法
で
、
こ
れ
を
再
び
絲
に
製
造
し
た
も
の
」）

6
（

と
す
る
が
、

こ
の
点
は
、
他
の
開
発
主
体
の
再
生
絹
糸
で
も
共
通
す
る
基
本
的
な

も
の
で
あ
っ
た
。

　

再
生
絹
糸
の
研
究
は
、
一
八
八
九
年
に
ド
イ
ツ
の
レ
ー
ネ
ル

（Frang Lehner

）
が
行
っ
た
研
究
が
最
初
と
い
わ
れ
る
が
、
そ
れ

以
外
に
も
絹
の
代
用
品
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

で
は
様
々
な
研
究
が
行
わ
れ
て
い
た
。「
人
造
繊
維
の
父
」
と
呼
ば

れ
る
フ
ラ
ン
ス
の
シ
ャ
ル
ド
ネ
（H

ilaire Bernigaud de Chardonnet

）

も
、
一
時
再
生
絹
糸
の
研
究
を
行
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
一
八
九

七
年
に
イ
ギ
リ
ス
人
の
ミ
ラ
ー
（A

dam
 M

iller

）
が
絹
質
物
の
溶

解
方
法
の
特
許
を
取
得
し
た
の
を
は
じ
め
と
し
て
、
絹
質
物
や
そ
の

他
の
蛋
白
を
溶
解
す
る
方
法
が
発
見
さ
れ
た
が
、
一
九
一
〇
年
頃
に

な
る
と
、
溶
解
よ
り
も
紡
糸
に
問
題
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
多
く
の
研

究
は
中
止
さ
れ
た
。
こ
の
時
期
は
再
生
繊
維
の
創
成
期
で
あ
り
、
硝

化
法
や
銅
ア
ン
モ
ニ
ア
法
、
や
や
遅
れ
て
ビ
ス
コ
ー
ス
法
な
ど
の
人

絹
糸
の
製
法
が
登
場
し
、
一
九
世
紀
末
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
に
か
け

て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
に
多
く
の
工
場
が
設
立
さ
れ
て
い
た
。
セ
ル

ロ
ー
ス
系
再
生
繊
維
の
研
究
と
工
業
化
が
進
む
一
方
で
、
停
滞
し
た

再
生
絹
糸
の
研
究
は
、
そ
の
後
、
ド
イ
ツ
の
Ｉ
Ｇ
フ
ァ
ル
ベ
ン
（I. 

G. Farbenindustrie

）
社
や
イ
ギ
リ
ス
の
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
セ
ラ

ニ
ー
ズ
（British Celanese

）
社
に
よ
っ
て
続
け
ら
れ
、
特
許
も
取

得
さ
れ
た
が
、
い
ず
れ
も
工
業
化
に
は
至
ら
な
か
っ
た）7
（

。
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
で
は
、
絹
質
物
か
ら
の
再
生
繊
維
で
は
な
く
、
安
価
な
植
物
性
の

セ
ル
ロ
ー
ス
系
再
生
繊
維
が
主
流
と
な
っ
て
大
き
く
発
展
し
て
い
く

こ
と
に
な
っ
た
。

　

日
本
で
の
再
生
絹
糸
の
研
究
は
、
外
国
に
遅
れ
て
開
始
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
、
一
九
二
〇
年
代
前
半
か
ら
、
大
学
・
高
等
工
業
学
校
で

は
京
都
帝
国
大
学
、
上
田
蚕
糸
専
門
学
校
、
公
的
機
関
で
は
大
阪
工

業
試
験
所
、
京
都
市
工
業
研
究
所
、
民
間
企
業
で
は
鐘
淵
紡
績
、
郡

是
製
糸
、
片
倉
製
糸
、
民
間
研
究
所
で
は
星
野
絹
糸
化
学
研
究
所
な

ど
が
研
究
を
進
め
て
い
た）8
（

。
代
表
的
な
も
の
は
、
山
賀
益
三
、
平
澤

勝
、
山
本
三
六
郎
が
研
究
を
行
っ
た
星
野
絹
糸
化
学
研
究
所
、
ド
イ

ツ
人
技
師
の
ワ
イ
マ
ル
ン
（P. P. von W

eim
arn

）
に
よ
っ
て
コ
ロ

イ
ド
化
学
の
見
地
か
ら
研
究
が
行
わ
れ
た
大
阪
工
業
試
験
所
、
武
藤
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留
之
助
と
飛
田
三
郎
に
よ
っ
て
研
究
が
進
め
ら
れ
た
鐘
淵
紡
績
な
ど

で
あ
っ
た）9
（

。
こ
の
よ
う
な
中
か
ら
、
一
九
二
〇
年
代
後
半
に
な
る
と
、

表
2
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
再
生
絹
糸
の
特
許
が
出
願
さ
れ
た
。
主

要
な
成
果
と
し
て
、
一
九
二
七
年
四
月
に
ワ
イ
マ
ル
ン
が
「
各
種
天

然
絹
ヲ
粘
力
ア
ル
可
延
性
物
質
ニ
變
化
ス
ル
方
法
」）

10
（

、
一
九
二
八
年

九
月
に
山
賀
益
三
が
「
絹
絲
腺
ヨ
リ
動
物
性
人
造
絹
絲
ヲ
製
造
ス
ル

法
」）

11
（

、
武
藤
留
之
助
と
飛
田
三
郎
が
「
絹
纎
維
液
化
法
」）

12
（

、
一
九
三
〇

年
四
月
に
は
ワ
イ
マ
ル
ン
が
「
各
種
天
然
絹
纎
維
ノ
膠
狀
又
ハ
懸
濁

狀
溶
液
ヨ
リ
紡
絲
ス
ル
方
法
」）

13
（

の
特
許
を
取
得
し
て
い
た
。
特
に
一

九
二
七
年
の
ワ
イ
マ
ル
ン
の
特
許
は
、「
絹
癈
物
ヲ
利
用
ス
ル
新
工

業
ヲ
開
拓
セ
ル
モ
ノ
」）

14
（

と
称
す
る
よ
う
に
フ
ィ
ブ
ロ
イ
ン
の
コ
ロ
イ

ド
溶
液
化
を
実
現
す
る
重
要
な
発
明
で
あ
り
、
そ
の
後
の
研
究
に
も

影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
あ
っ
た
。

　

再
生
絹
糸
の
生
産
技
術
を
確
立
す
る
上
で
は
、
溶
解
と
紡
糸
の
工

程
が
重
要
で
あ
り
、
そ
こ
に
様
々
な
方
法
が
み
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
特
に
溶
解
工
程
で
は
、
必
要
以
上
に
分
解
す
る
こ
と
な
く
、

フ
ィ
ブ
ロ
イ
ン
分
子
・
粒
子
を
単
位
と
す
る
コ
ロ
イ
ド
溶
液
を
作
る

こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
分
散
の
状
態
や
粘
度
が
紡
糸
に
も
影
響
を
及

ぼ
す
た
め
、
溶
解
剤
の
選
択
が
鍵
を
握
っ
た
。
溶
解
剤
に
は
、
長
時

間
変
化
し
な
い
こ
と
、
紡
糸
が
容
易
で
あ
る
こ
と
、
糸
に
溶
解
剤
が

混
在
し
な
い
、
も
し
く
は
混
在
し
て
も
除
去
が
容
易
で
あ
る
こ
と
、

薬
品
価
格
が
安
価
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
求
め
ら
れ
た）15
（

。
濃
厚
な
絹
コ

ロ
イ
ド
溶
液
を
得
る
に
は
、
溶
解
に
続
い
て
薄
膜
透
析
や
限
外
濾
過

の
処
理
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
方
法
も
合
わ
せ
て
検
討
さ
れ
た
。
先

行
し
て
研
究
が
進
め
ら
れ
た
外
国
で
は
、
酸
類
や
液
体
ア
ン
モ
ニ
ア

表 2　再生絹糸に関連する特許出願 （単位：件）

星野絹糸
化学研究所

鐘淵紡績
大阪工業
試験所

京都帝国
大学

その他

1922 0 0 0 0 1
1923 0 0 0 0 0
1924 2 0 0 0 0
1925 1 0 0 0 0
1926 0 0 1 0 0
1927 1 2 0 0 0
1928 1 0 0 0 0
1929 3 0 1 0 1
1930 1 2 1 1 1
1931 0 1 1 0 1

合計 9 5 4 1 4

出所：特許情報プラットフォーム（https://www.j-platpat.inpit.go.jp/）
を利用して作成。

注：本表は、北澤孝一「資料　再生絹絲の趨勢（承前）」（『蠶絲學雜誌』
第 5 巻第 2 号、1932年11月）141頁に記載の特許にいくつかの特許を
追加して集計したものである。
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な
ど
が
用
い
ら
れ
て
い
た
が
、
大
阪
工
業
試
験
所
が
濃
厚
中
性
塩
と

し
て
硝
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
を
用
い
た
の
を
は
じ
め
、
鐘
淵
紡
績
、
京
都

帝
国
大
学
、
京
都
市
工
業
研
究
所
な
ど
も
濃
厚
中
性
塩
を
用
い
、
星

野
絹
糸
化
学
研
究
所
は
ア
ル
カ
リ
性
金
属
塩
と
し
て
銅
ア
ン
モ
ニ
ア

を
採
用
し
て
い
た）16
（

。
し
か
し
、
星
野
絹
糸
化
学
研
究
所
が
当
初
は
中

性
塩
を
用
い
た
研
究
を
行
い
、
鐘
淵
紡
績
で
も
金
属
ア
ル
カ
リ
を
用

い
た
研
究
も
行
っ
て
い
た
よ
う
に
、
当
時
は
、
ど
の
溶
解
方
法
が
最

適
で
あ
る
か
不
明
で
あ
り
、
溶
解
方
法
の
優
劣
を
め
ぐ
る
議
論
は

後
々
ま
で
続
く
こ
と
に
な
っ
た）17
（

。

　

外
国
で
は
溶
解
ま
で
の
研
究
が
多
か
っ
た
が
、
日
本
で
は
、
溶
解

方
法
の
開
発
に
続
き
、
効
率
よ
く
紡
糸
す
る
方
法
が
模
索
さ
れ
、
溶

解
方
法
に
応
じ
た
紡
糸
方
法
が
開
発
さ
れ
た
。
塩
化
亜
鉛
や
硝
酸
カ

ル
シ
ウ
ム
な
ど
を
用
い
る
中
性
塩
法
は
、
凝
固
力
の
あ
る
塩
類
浴
を

も
っ
て
塩
析
作
用
を
利
用
し
て
紡
糸
を
行
い
、
銅
や
ニ
ッ
ケ
ル
を
ア

ン
モ
ニ
ア
や
苛
性
ソ
ー
ダ
で
溶
か
し
た
金
属
ア
ル
カ
リ
法
で
は
、
塩

類
の
塩
析
作
用
と
酸
の
中
和
凝
固
作
用
と
を
利
用
し
て
紡
糸
す
る
も

の
で
あ
っ
た
。
顕
著
な
成
果
を
み
せ
た
の
は
、
星
野
絹
糸
化
学
研
究

所
、
鐘
淵
紡
績
、
大
阪
工
業
試
験
所
、
京
都
帝
国
大
学
で
あ
り
、
こ

れ
ら
を
中
心
に
工
業
化
へ
の
道
が
模
索
さ
れ
た
。
星
野
絹
糸
化
学
研

究
所
は
、
溶
解
剤
に
銅
ア
ン
モ
ニ
ア
、
凝
固
液
に
酸
性
硫
酸
ナ
ト
リ

ウ
ム
、
鐘
淵
紡
績
は
硝
酸
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
と
硫
安
、
大
阪
工
業
試
験

所
は
硝
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
と
塩
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
、
京
都
帝
国
大
学
は
、

ワ
イ
マ
ル
ン
の
方
法
で
溶
解
し
凝
固
液
に
チ
オ
硫
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
を

用
い
て
い
た）18
（

。
ま
た
、
紡
糸
後
の
延
伸
に
よ
っ
て
再
生
絹
糸
の
強
度

が
向
上
す
る
こ
と
も
、
鐘
淵
紡
績
と
星
野
絹
糸
化
学
研
究
所
に
よ
っ

て
発
見
さ
れ
て
お
り
、
広
く
応
用
さ
れ
て
い
た）19
（

。
秘
密
主
義
が
弱
ま

り
外
国
の
技
術
情
報
に
多
少
な
り
と
も
依
拠
す
る
こ
と
の
で
き
た
人

絹
糸
と
は
異
な
り
、
再
生
絹
糸
で
は
、
外
国
で
の
研
究
が
停
滞
し
て

い
た
た
め
、
各
開
発
主
体
が
手
探
り
で
最
適
な
製
造
方
法
を
見
出
さ

ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

　

人
絹
糸
に
類
似
す
る
と
さ
れ
る
再
生
絹
糸
の
生
産
工
程
は
、
除
塵
、

精
練
、
乾
燥
製
綿
、
溶
解
、
濾
過
、
透
析
、
濃
縮
、
紡
糸
、
延
伸
、

後
処
理
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た）20
（

。
工
業
生
産
ま
で
た
ど
り
着
い
た
鐘

淵
紡
績
を
例
に
み
る
と
、
①
原
料
の
除
塵
、
精
練
、
乾
燥
製
綿
を
行

う
、
②
捏
和
機
に
硝
酸
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
と
水
を
入
れ
て
溶
解
し
、
撹

拌
し
つ
つ
絹
綿
を
入
れ
て
捏
和
溶
解
す
る
、
③
振
盪
篩
過
機
で
絹
コ

ロ
イ
ド
溶
液
を
濾
過
す
る
、
④
セ
ロ
フ
ァ
ン
膜
を
用
い
た
対
向
流
方

式
の
回
転
型
透
析
機
で
七
〇
℃
の
熱
湯
と
絹
コ
ロ
イ
ド
溶
液
を
透
析

す
る
（
透
析
の
際
に
硝
酸
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
の
八
〇
％
を
回
収
す
る
）、
⑤

透
析
除
塩
さ
れ
た
絹
液
を
濃
縮
機
に
て
熱
風
蒸
発
さ
せ
て
濃
度
一
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五
％
に
濃
縮
す
る
、
⑥
濾
過
・
脱
泡
し
た
絹
液
を
紡
糸
機
（
紡
糸
口

金
五
〇
〇
〜
一
〇
〇
〇
ホ
ー
ル
、
紡
糸
速
度
五
〇
〜
六
〇
ｍ
／
分
）
に
送

り
、
微
酸
性
硫
安
飽
和
液
の
凝
固
浴
に
紡
出
す
る
、
⑦
凝
固
浴
中
で

四
〜
五
倍
に
摩
擦
延
伸
す
る
、
⑧
水
洗
、
オ
イ
リ
ン
グ
す
る
と
い
う

生
産
工
程
で
あ
っ
た）21
（

。

　

再
生
絹
糸
が
注
目
を
集
め
た
一
九
三
〇
年
代
初
頭
は
、
い
く
つ
か

の
開
発
主
体
に
よ
っ
て
溶
解
や
紡
糸
の
基
礎
が
築
か
れ
、
再
生
絹
糸

を
工
業
化
す
る
技
術
的
な
見
込
み
が
得
ら
れ
た
時
期
で
あ
っ
た
。

（
2
）　
再
生
絹
糸
を
取
り
巻
く
環
境

　

再
生
絹
糸
の
工
業
化
の
意
義
を
検
討
す
る
前
提
と
し
て
、
そ
の
研

究
が
行
わ
れ
て
い
た
一
九
二
〇
年
代
後
半
か
ら
一
九
三
〇
年
代
初
頭

の
各
業
種
の
状
況
を
簡
単
に
整
理
す
る
。

　

ま
ず
蚕
糸
業
に
つ
い
て
は
、
生
糸
の
重
要
な
輸
出
先
で
あ
る
ア
メ

リ
カ
市
場
で
の
人
絹
糸
の
台
頭
に
よ
っ
て
、
一
九
二
〇
年
代
に
価
格

の
低
下
や
需
要
構
造
の
変
化
を
経
験
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
表
3
に

示
さ
れ
る
よ
う
に
、
一
九
二
〇
年
代
の
ア
メ
リ
カ
で
の
絹
価
格
は
一

貫
し
て
下
落
傾
向
に
あ
っ
た
が
、
絹
消
費
量
は
伸
び
て
お
り
、
多
く

の
日
本
の
生
糸
が
消
費
さ
れ
た
。
し
か
し
、
人
絹
糸
の
消
費
は
、
そ

表 3　アメリカ市場の人絹糸と絹の消費
量・価格

消費量
（百万ポンド）

価格
（セント/ポンド）

人絹糸 絹 人絹糸 絹

1920 　8.7 29.2 460 908
1921  19.8 42.3 269 657
1922  24.7 48.1 280 765
1923  32.5 47.1 280 865
1924  42.2 47.8 211 625
1925  58.2 66.0 205 657
1926  60.6 65.6 182 619
1927 100.0 71.6 149 544
1928 100.5 74.4 150 507
1929 133.4 81.0 125 493
1930 118.8 75.7 106 341
1931 158.9 77.0  75 240
1932 155.3 70.5  66 156
1933 217.2 59.5  61 161
1934 196.9 58.3  59 129
1935 259.1 62.3  57 163
1936 322.4 57.8  57 176
1937 304.7 53.6  61 186
1938 329.4 51.7  52 169
1939 458.8 47.3  52 271
1940 482.0 35.8  53 277

出 所： 消 費 量 は、Textile Organon, Vol.26, 
No.3, March 1955, p.42、価格は、Rayon 
Organon, Vol.21, No.2, February 1950, 
p.30より作成。

注：人絹糸は150d、絹は13〜15dの価格であ
る。
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れ
以
上
に
伸
び
て
お
り
、
一
九
二
〇
年
か
ら
一
九
二
九
年
に
消
費
量

で
一
五
・
三
倍
の
拡
大
を
み
せ
て
い
た
。
人
絹
糸
に
よ
る
絹
織
物
分

野
の
侵
食
を
受
け
て
、
生
糸
は
織
物
か
ら
女
性
用
フ
ル
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
靴
下
に
重
点
を
移
し
た
が
、
そ
れ
に
と
も
な
い
ア
メ
リ
カ
市
場
で

は
よ
り
高
い
品
質
が
要
求
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
生
糸
の
糸
む
ら
や

節
を
検
出
す
る
セ
リ
プ
レ
ー
ン
検
査
が
開
始
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

蚕
糸
業
で
は
、
人
絹
糸
に
対
抗
す
る
た
め
、
生
糸
の
品
質
向
上
と
製

糸
業
の
合
理
化
を
進
め
て
お
り
、
と
り
わ
け
一
九
二
八
年
に
実
用
化

さ
れ
た
多
条
繰
糸
機
の
採
用
は
、
単
位
時
間
当
た
り
の
繰
糸
量
を
増

や
し
つ
つ
、
セ
リ
プ
レ
ー
ン
検
査
で
問
わ
れ
る
糸
む
ら
を
劇
的
に
減

ら
す
こ
と
に
な
っ
た）22
（

。
蚕
糸
業
は
、
ア
メ
リ
カ
市
場
で
人
絹
糸
と
競

合
し
な
が
ら
も
、
一
九
二
〇
年
代
に
生
産
と
輸
出
を
拡
大
す
る
こ
と

が
で
き
た
が
、
天
然
繊
維
で
あ
る
が
故
に
膠
着
物
や
繊
度
む
ら
と

い
っ
た
品
質
上
の
限
界
に
も
直
面
し
て
い
た
。
蚕
糸
業
に
と
っ
て
、

ア
メ
リ
カ
市
場
で
の
人
絹
糸
と
の
競
合
は
、
後
に
国
内
の
化
学
繊
維

工
業
の
成
長
に
と
も
な
い
国
内
市
場
で
も
直
面
す
る
こ
と
が
予
測
さ

れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
再
生
絹
糸
も
加
わ
る
可
能
性
が
あ
っ
た
。

　

次
に
絹
糸
紡
績
業
を
み
る
と
、
鐘
淵
紡
績
と
富
士
瓦
斯
紡
績
の
二

社
に
集
約
さ
れ
た
時
期
が
続
く
中
で
、
絹
糸
紡
績
糸
を
用
い
た
縮
緬
、

銘
仙
、
富
士
絹
な
ど
の
独
自
の
市
場
が
確
立
さ
れ
て
お
り
、
第
一
次

世
界
大
戦
頃
に
は
、
ペ
ニ
ー
や
綿
紡
績
か
ら
の
絹
糸
紡
績
業
へ
の
新

規
参
入
が
相
次
い
で
い
た
。
一
九
二
〇
年
代
、
銘
仙
の
普
及
に
加
え

て
、
羽
二
重
よ
り
も
安
価
な
富
士
絹
が
シ
ャ
ツ
地
を
は
じ
め
広
範
な

用
途
に
拡
大
す
る
な
ど
、
品
質
の
向
上
し
た
絹
糸
紡
績
糸
の
需
要
が

増
加
し
て
い
た
。
輸
出
面
を
み
て
も
、
羽
二
重
の
輸
出
が
減
少
す
る

中
で
、
富
士
絹
の
輸
出
は
年
々
増
加
し
、
副
蚕
糸
の
有
効
利
用
に

よ
っ
て
大
き
な
利
益
を
得
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
表
1
に
示
さ
れ

る
よ
う
に
、
一
九
二
〇
年
代
の
蚕
糸
業
の
生
産
量
の
増
加
と
と
も
に

副
蚕
糸
の
量
は
増
加
し
て
お
り
、
そ
れ
を
原
料
と
し
て
利
用
す
る
絹

糸
紡
績
業
も
生
産
量
を
増
や
し
て
い
っ
た
。
蚕
糸
業
と
絹
糸
紡
績
業

の
関
係
は
、
副
蚕
糸
が
蚕
糸
業
の
副
産
物
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
絹
糸

紡
績
業
の
好
不
況
が
副
蚕
糸
供
給
に
作
用
を
及
ぼ
す
よ
う
な
も
の
で

は
な
く
、
明
治
・
大
正
期
の
絹
糸
紡
績
業
は
、
あ
く
ま
で
過
剰
な
副

蚕
糸
を
前
提
と
し
て
拡
張
し
た
も
の
で
あ
っ
た）23
（

。
し
か
し
、
一
九
二

〇
年
代
を
通
じ
て
増
加
す
る
副
蚕
糸
は
、
そ
の
一
部
が
、
絹
糸
紡
績

の
原
料
と
し
て
安
価
に
輸
出
さ
れ
る
か
国
内
で
利
用
さ
れ
る
に
過
ぎ

ず
、
副
蚕
糸
の
さ
ら
な
る
有
効
利
用
は
、
蚕
糸
業
の
経
済
性
を
高
め

る
上
で
避
け
て
通
れ
な
い
課
題
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
絹
糸
紡
績
の
生

産
増
加
は
絹
糸
紡
績
屑
（
ブ
ー
レ
ッ
ト
）
の
増
加
に
も
つ
な
が
り
、

副
蚕
糸
に
加
え
て
、
一
万
錘
当
た
り
一
日
七
・
五
〜
一
〇
ト
ン
発
生
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す
る
と
い
わ
れ
る
ブ
ー
レ
ッ
ト
の
処
理
も
課
題
と
な
っ
て
い
た）24
（

。
再

生
絹
糸
は
、
不
経
済
に
処
理
さ
れ
る
副
蚕
糸
に
新
し
い
価
値
を
与
え

る
と
同
時
に
、
絹
糸
紡
績
よ
り
生
じ
る
ブ
ー
レ
ッ
ト
の
処
理
に
も
寄

与
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
蚕
糸
業
や
絹
糸
紡
績
業
と
の
共
存
的
な
繁

栄
が
期
待
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

一
方
、
化
学
繊
維
工
業
を
み
る
と
、
一
九
二
〇
年
代
後
半
は
、
勃

興
期
か
ら
成
長
期
に
移
り
つ
つ
あ
る
時
期
で
あ
っ
た
。
一
九
二
六
年

に
は
、
先
発
企
業
の
帝
国
人
造
絹
糸
や
旭
絹
織
に
続
い
て
、
三
井
物

産
に
よ
っ
て
東
洋
レ
ー
ヨ
ン
、
大
日
本
紡
績
に
よ
っ
て
日
本

レ
イ
ヨ
ン
、
倉
敷
紡
績
に
よ
っ
て
倉
敷
絹
織
が
設
立
さ
れ
、

東
洋
紡
績
も
自
ら
人
絹
糸
の
生
産
に
乗
り
出
そ
う
と
し
て
い

た
。
人
絹
糸
の
生
産
量
は
、
こ
の
六
社
が
大
部
分
を
占
め
な

が
ら
、
表
1
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
急
速
に
拡
大
し
て
い
っ
た
。

再
生
絹
糸
が
研
究
さ
れ
始
め
た
頃
は
、
人
絹
糸
の
品
質
は
悪

く
、
生
産
費
も
高
く
な
っ
て
い
た
が
、
各
社
が
競
っ
て
生
産

技
術
を
改
良
し
た
結
果
、
そ
れ
ら
は
著
し
く
改
善
さ
れ
た
。

品
質
面
に
つ
い
て
、
東
洋
紡
績
の
例
を
み
る
と
、
当
初
は
乾

燥
時
一
・
二
ｇ
／
ｄ
、
湿
潤
時
〇
・
五
〜
〇
・
六
ｇ
／
ｄ
と

強
力
が
な
く
、
手
触
り
も
悪
か
っ
た
が
、
一
九
三
〇
年
代
前

半
に
は
乾
燥
時
一
・
八
ｇ
／
ｄ
、
湿
潤
時
〇
・
八
〜
一
・
〇

ｇ
／
ｄ
に
向
上
し
、
手
触
り
も
改
善
さ
れ
て
い
た）25
（

。
ま
た
、

生
産
費
に
つ
い
て
は
、
表
4
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
一
九
二

六
年
に
は
一
五
〇
円
／
百
ポ
ン
ド
で
あ
っ
た
が
、
一
九
三
三

年
の
数
値
に
な
る
が
、
半
分
以
下
の
六
〇
円
／
百
ポ
ン
ド
ま

表 4　再生絹糸と人絹糸の生産費の内訳
（単位：円/百ポンド）

再生絹糸 人絹糸

化学純絹糸 大森法 1926年 1933年 1936年

原料  75.00  43.00  18.00  11.40 16.00
薬品、薬剤  60.00  49.25  37.00  18.60 14.10
工賃  40.00  25.00  40.00  10.80  5.50
動力、燃料、水  20.00  15.00  30.00  11.40  8.00
営業費  20.00 　3.50

 25.00 　7.80  7.20
その他  35.00 　5.00

合計 250.00 140.75 150.00 60.00 50.80

出所：化学純絹糸は、星野正三郎『化學純絹絲の工業的完成─我が蠶絲業の
科學的一大變革─』（蠶絲科學研究會、1931年）25〜26頁、大森法は、大
森台三郎『再生絹絲に關する研究』（紡織雜誌社、1939年）130頁、人絹糸
は、『人絹年鑑　昭和十二年版』（同盟通信社、1937年）352頁より作成。

注 1 ：化学純絹糸は星野絹糸化学研究所、大森法は大阪工業試験所の再生
絹糸である。

　 2：化学純絹糸は1931年当時の日産500ポンドでの試算、大森法は1937年
1 月10日当時の中間工業化試験に基づいた試算である。

　 3 ：化学純絹糸のその他は、工業雑費、償却費、大森法の営業費は荷造
費、運賃、その他は事務費、補修費、その他となっている。

　 4 ：化学純絹糸については75d、人絹糸については1926年が150d、1933
年と1936年が120dの生産費である。
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で
低
下
し
て
い
た
。
人
絹
糸
の
品
質
向
上
や
価
格
低
下
に
加
え
て
、

加
工
技
術
の
進
歩
も
あ
り
、
人
絹
糸
の
市
場
は
、
一
九
二
〇
年
代
を

通
じ
て
装
飾
用
途
か
ら
衣
料
用
途
に
広
が
り
、
交
織
物
や
純
人
絹
織

物
が
増
加
し
て
お
り
、
絹
を
脅
か
す
存
在
に
な
り
つ
つ
あ
っ
た
。
化

学
繊
維
工
業
は
、
品
質
と
生
産
費
の
両
面
で
長
足
の
進
歩
を
遂
げ
て

お
り
、
再
生
絹
糸
の
強
力
な
競
合
相
手
と
な
る
こ
と
は
間
違
い
な
く
、

そ
れ
に
対
す
る
優
位
性
を
示
す
こ
と
が
再
生
絹
糸
に
と
っ
て
不
可
欠

で
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
一
九
二
〇
年
代
の
各
業
種
の
状
況
で
あ
っ
た
が
、
再

生
絹
糸
の
工
業
化
機
運
の
高
ま
っ
た
一
九
三
〇
年
代
初
頭
は
、
一
九

二
九
年
一
〇
月
の
ア
メ
リ
カ
で
の
株
式
市
場
の
暴
落
に
端
を
発
す
る

世
界
恐
慌
の
影
響
を
受
け
て
、
厳
し
い
経
済
環
境
と
な
っ
た
。
と
り

わ
け
一
九
三
〇
年
四
月
の
生
糸
市
場
の
崩
落
は
、
繭
相
場
に
も
影
響

を
及
ぼ
し
、
日
本
の
蚕
糸
業
に
大
き
な
打
撃
を
与
え
た
。
養
蚕
業
で

は
、
長
野
県
の
よ
う
に
、
養
蚕
に
代
え
て
他
の
農
作
物
の
栽
培
が
盛

ん
に
な
る
地
域
も
み
ら
れ
、
製
糸
業
で
は
、
山
十
製
糸
や
岡
谷
製
糸

な
ど
の
大
規
模
な
製
糸
業
者
が
消
滅
す
る
事
態
に
な
っ
た
。
蚕
糸
業

の
凋
落
は
、
絹
糸
紡
績
業
に
と
っ
て
も
無
関
係
で
は
な
く
、
原
料
調

達
に
支
障
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
っ
た
。
蚕
糸
業
に
と
っ
て
の
厳
し

い
環
境
の
下
、
一
つ
の
光
明
と
し
て
再
生
絹
糸
に
注
目
が
集
ま
る
こ

と
に
な
っ
た
。

二　

再
生
絹
糸
の
工
業
化
の
可
能
性

（
1
）　
再
生
絹
糸
の
評
価

　

蚕
糸
業
が
昭
和
恐
慌
下
で
青
息
吐
息
の
中
、
そ
の
苦
境
を
打
開
す

る
新
技
術
と
し
て
、
再
生
絹
糸
が
新
聞
や
雑
誌
な
ど
で
大
々
的
に
取

り
上
げ
ら
れ
た
。

　

早
く
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
も
の
が
京
都
帝
国
大
学
の
山
内
源
登
に

よ
る
研
究
成
果
で
あ
っ
た
。
こ
の
研
究
は
、「
利
用
價
値
の
少
い
癈

物
を
化
學
的
に
立
派
な
生
糸
に
還
元
し
よ
う
と
す
る
劃
期
的
な
試

み
」）

26
（

と
評
価
さ
れ
、「
工
業
化
す
る
段
に
な
る
と
繭
の
品
質
に
拘
ら

ず
良
質
の
生
糸
が
製
造
さ
れ
ま
た
製
糸
工
場
は
數
多
い
女
工
を
抱
へ

る
必
要
も
な
く
な
り
、
こ
の
點
製
糸
業
の
革
命
と
稱
せ
ら
れ
る
」）

27
（

と

報
じ
ら
れ
た
。
翌
日
に
も
、
再
生
絹
糸
に
対
す
る
関
係
者
の
見
解
と

し
て
、「
多
額
の
工
賃
を
か
け
て
繭
を
挽
糸
す
る
必
要
が
な
く
な

る
」（
神
栄
生
糸
専
務
取
締
役
の
勝
山
勝
司
）、「
最
も
驚
異
を
感
じ
た

の
は
伸
度
が
三
○
パ
ー
セ
ン
ト
も
あ
る
こ
と
で
す
」（
神
戸
生
糸
検
査

所
所
長
の
沖
濤
治
）、「
天
然
絹
糸
の
素
質
を
持
つ
た
彈
力
性
の
あ
る

糸
が
屑
繭
か
ら
製
品
さ
れ
る
や
う
に
な
れ
ば
絹
糸
紡
績
は
も
早
癈
業

す
る
よ
り
ほ
か
に
採
る
べ
き
途
が
あ
り
ま
せ
ん
」（
佐
相
合
名
会
社
社
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長
の
佐
相
義
一
郎
）
な
ど
の
声
を
載
せ
て
い
る）28
（

。

　

こ
れ
に
続
い
て
星
野
絹
糸
化
学
研
究
所
が
一
九
三
一
年
四
月
に
再

生
絹
糸
の
開
発
に
成
功
し
た
こ
と
を
発
表
す
る
と
、
新
聞
や
雑
誌
で

よ
り
一
層
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
ら
の
報
道
で
は
、
星

野
絹
糸
化
学
研
究
所
の
発
表
に
基
づ
く
た
め
、
類
似
し
た
内
容
と

な
っ
て
い
る
が
、
再
生
絹
糸
は
、「
纎
度
及
び
伸
度
に
於
て
は
天
絹

に
優
り
、
彈
性
度
、
强
度
、
耐
水
性
に
於
て
は
天
絹
に
劣
る
も
人
絹

に
は
優
り
、
そ
の
他
の
諸
點
は
一
層
天
絹
に
酷
似
す
る
も
の
で
あ
る
。

從
つ
て
、
織
物
纎
維
と
し
て
は
、
正
に
生
糸
と
人
絹
の
中
間
を
行
く

も
の
で
あ
る
」）

29
（

こ
と
や
、「
化
學
的
に
も
天
然
絹
糸
と
異
る
と
こ
ろ

は
な
く
、
そ
の
色
澤
、
彈
力
、
耐
久
力
等
に
至
つ
て
は
植
物
性
纎
維

素
を
原
料
と
す
る
現
在
の
人
絹
な
ど
が
到
底
匹
敵
し
得
ぬ
（
中
略
）

人
造
絹
糸
よ
り
も
寧
ろ
安
く
生
産
す
る
こ
と
が
出
來
、
そ
の
上
人
絹

同
樣
値
動
き
の
危
險
性
が
な
い
と
い
ふ
大
き
な
强
味
を
持
つ
て

居
」）

30
（

る
こ
と
が
評
価
さ
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
は
、
蚕
糸
業
で
生
じ
る

繭
毛
羽
、
ビ
シ
ョ
繭
、
鼠
食
い
、
絹
糸
紡
績
業
で
生
じ
る
ブ
ー
レ
ッ

ト
な
ど
の
廃
物
利
用
に
よ
っ
て
、「
現
在
の
蠶
糸
業
に
免
れ
得
な
い

莫
大
な
無
駄
を
排
除
し
得
る
」）

31
（

こ
と
や
、
糸
む
ら
、
節
、
繊
度
と

い
っ
た
糸
質
や
解
舒
の
良
否
な
ど
を
気
に
す
る
こ
と
な
く
、
違
蚕
の

恐
れ
の
な
い
糸
量
の
多
い
蚕
種
の
生
産
に
よ
っ
て
、「
養
蠶
業
の
改

革
、
行
き
詰
れ
る
わ
が
蠶
糸
業
界
の
局
面
打
開
」）

32
（

と
な
る
こ
と
な
ど
、

苦
し
む
蚕
糸
業
に
対
す
る
好
意
的
な
影
響
も
報
じ
ら
れ
て
い
た
。
星

野
絹
糸
化
学
研
究
所
の
再
生
絹
糸
は
、
製
品
と
し
て
市
場
に
流
通
し

て
い
な
か
っ
た
が
、
再
生
絹
糸
の
冊
子
を
作
り
関
係
各
所
に
配
布
し

て
い
た
他
、
化
学
工
業
博
覧
会
に
も
出
品
し
て
お
り
、
注
目
度
が
一

際
高
い
も
の
で
あ
っ
た
。

　

そ
れ
に
対
し
て
、
鐘
淵
紡
績
で
は
、
一
九
三
一
年
七
月
の
株
主
総

会
に
て
社
長
の
津
田
信
吾
が
再
生
絹
糸
の
完
成
を
発
表
し
、
製
品
の

一
部
が
見
本
品
と
し
て
両
毛
や
桐
生
な
ど
の
市
場
に
出
て
い
た）33
（

。
鐘

淵
紡
績
の
再
生
絹
糸
で
は
、
自
社
で
生
じ
る
副
蚕
糸
や
ブ
ー
レ
ッ
ト

を
用
い
る
こ
と
を
念
頭
に
置
い
て
い
た
が
、
絹
襤ぼ

褸ろ

（
着
古
し
て
破

れ
た
衣
服
）
を
再
生
利
用
す
る
こ
と
も
一
部
の
雑
誌
で
伝
え
ら
れ
て

お
り
、
品
質
面
は
先
の
二
つ
と
同
様
に
、「
纎
度
、
伸
度
、
强
度
と

も
に
よ
く
、
た
ゞ
耐
水
性
に
多
少
遺
憾
の
點
あ
る
の
と
毛
羽
立
ち
が

多
い
と
い
ふ
缺
點
を
有
す
る
（
中
略
）
纎
維
に
ム
ラ
が
な
い
だ
け
、

織
上
げ
體
裁
は
絹
紡
な
ど
よ
り
遥
に
よ
い
」）

34
（

と
報
じ
ら
れ
て
い
た
。

そ
の
上
、「
今
後
、
さ
ら
に
〳
〵
こ
の
生
産
に
努
力
す
る
と
い
ふ
か

ら
、
こ
れ
は
星
野
の
も
の
よ
り
以
上
に
現
實
に
絹
糸
界
を
動
か
さ

う
」）

35
（

と
早
期
の
工
業
化
が
期
待
さ
れ
て
い
た
。

　

一
九
三
一
年
頃
か
ら
再
生
絹
糸
の
試
作
品
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
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な
っ
て
い
た
が
、
後
々
ま
で
続
く
こ
と
に
な
る
生
産
費
や
品
質
に
つ

い
て
の
懸
念
が
当
初
か
ら
少
な
か
ら
ず
あ
っ
た
。
原
料
面
で
は
、
原

料
価
格
が
高
い
こ
と
、
同
一
性
質
の
原
料
確
保
が
難
し
い
こ
と
、
安

定
的
な
原
料
調
達
が
難
し
い
こ
と
な
ど
が
、
品
質
面
で
は
、
絹
質
物

を
原
料
と
し
て
も
生
糸
の
物
性
に
劣
る
こ
と
、
工
業
製
品
と
し
て
の

斉
一
性
が
な
い
こ
と
な
ど
が
懸
念
さ
れ
て
い
た）36
（

。
特
に
採
算
面
の
懸

念
は
多
く
、
ブ
ー
レ
ッ
ト
を
用
い
た
と
し
て
も
、
木
材
パ
ル
プ
か
ら

作
る
セ
ル
ロ
ー
ス
系
再
生
繊
維
ほ
ど
安
く
な
ら
ず
、
生
糸
の
価
格
が

低
下
す
る
時
代
に
は
厳
し
い
も
の
が
あ
る
と
危
惧
さ
れ
た）37
（

。
表
4
に

示
さ
れ
る
よ
う
に
、
原
料
と
薬
品
が
高
価
で
あ
る
た
め
、
星
野
絹
糸

化
学
研
究
所
の
再
生
絹
糸
（
七
五
ｄ
）
の
生
産
費
は
二
五
〇
円
／
百

ポ
ン
ド
と
人
絹
糸
の
生
産
費
よ
り
も
は
る
か
に
高
く
、
一
九
三
一
年

九
月
の
人
絹
糸
（
七
五
ｄ
）
価
格
一
・
九
五
円
／
ポ
ン
ド
と
比
べ
て

も
高
く
な
っ
て
い
た）38
（

。
再
生
絹
糸
の
生
産
費
は
、
最
小
経
済
単
位
へ

の
ス
ケ
ー
ル
ア
ッ
プ
や
原
料
面
で
の
合
理
化
に
よ
っ
て
半
分
程
度
に

す
る
こ
と
は
不
可
能
で
は
な
い
と
み
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
新
し

い
繊
維
の
工
業
化
と
そ
の
普
及
に
は
既
存
繊
維
と
の
価
格
差
が
大
き

な
意
味
を
も
ち
、
生
糸
と
人
絹
糸
の
中
間
と
い
う
位
置
づ
け
の
再
生

絹
糸
で
あ
れ
ば
、
そ
の
両
方
と
の
価
格
差
が
市
場
展
開
を
左
右
す
る

こ
と
に
な
る
こ
と
か
ら
、
価
格
面
で
不
安
の
残
る
も
の
と
な
っ
た
。

　

一
九
三
〇
年
代
初
頭
に
注
目
さ
れ
た
再
生
絹
糸
は
、
蚕
糸
業
の
苦

境
と
化
学
繊
維
工
業
の
成
長
の
中
で
、
蚕
糸
業
の
合
理
化
や
利
益
増

進
、
人
絹
糸
を
超
え
る
繊
維
の
生
産
な
ど
の
期
待
が
込
め
ら
れ
て
お

り
、
同
じ
再
生
繊
維
で
あ
り
な
が
ら
蚕
糸
業
の
脅
威
と
さ
れ
た
人
絹

糸
と
は
対
照
的
に
、
概
ね
将
来
的
な
改
良
を
見
越
し
て
の
好
意
的
な

評
価
と
な
っ
て
い
た
。

（
2
）　
再
生
絹
糸
を
工
業
化
す
る
意
義

　

再
生
絹
糸
を
工
業
化
す
る
意
義
は
、
す
で
に
再
生
絹
糸
の
評
価
と

し
て
紹
介
し
た
よ
う
に
、「
利
用
價
値
の
少
い
癈
物
を
化
學
的
に
立

派
な
生
糸
に
還
元
し
よ
う
と
す
る
」
点
に
集
約
さ
れ
て
い
る
。

　

原
料
の
「
利
用
價
値
の
少
い
癈
物
」
に
つ
い
て
は
、
薬
品
で
溶
解

す
る
た
め
、
副
蚕
糸
や
ブ
ー
レ
ッ
ト
に
限
ら
ず
、
絹
質
物
で
あ
れ
ば

絹
襤
褸
で
も
ど
の
よ
う
な
形
状
で
も
原
料
と
な
り
得
る
こ
と
で
あ
る
。

蚕
糸
業
で
は
副
蚕
糸
が
発
生
し
、
そ
の
一
部
分
が
絹
糸
紡
績
の
原
料

と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
以
外
の
部
分
に
つ
い
て
は
不
経

済
に
消
耗
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
絹
糸
紡
績
業
で
も
ブ
ー
レ
ッ
ト
が

生
じ
る
た
め
、
そ
れ
を
処
理
す
る
必
要
が
あ
り
、
日
常
で
用
い
ら
れ

た
絹
製
品
の
廃
物
の
再
利
用
も
大
き
な
課
題
で
あ
っ
た）39
（

。
再
生
絹
糸

は
、
そ
の
不
経
済
な
部
分
に
大
き
な
価
値
を
付
与
す
る
可
能
性
を
拓
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い
た
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
再
生
絹
糸
の
原
料
に
は
絹
質
物
と
し

て
生
糸
や
繭
も
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
そ
の
場
合
、
養
蚕
業

者
に
対
し
て
、
繊
度
、
解
舒
、
糸
長
、
光
沢
、
繭
形
な
ど
の
繭
の
品

質
を
気
に
す
る
必
要
を
な
く
し
、
労
力
を
か
け
て
高
級
蚕
種
を
生
産

す
る
よ
り
も
、
桑
の
葉
を
食
べ
る
量
に
比
し
て
吐
糸
量
の
多
い
蚕
種

を
作
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。
加
え
て
、
人
絹
糸

が
原
料
の
木
材
パ
ル
プ
を
輸
入
に
頼
っ
て
い
た
の
に
対
し
て
、
再
生

絹
糸
は
、
副
蚕
糸
や
ブ
ー
レ
ッ
ト
の
よ
う
な
国
内
で
自
給
さ
れ
る
原

料
に
基
づ
く
点
に
も
利
点
が
あ
っ
た
。

　

製
品
の
「
立
派
な
生
糸
」
に
つ
い
て
は
、
絹
に
匹
敵
す
る
繊
維
、

少
な
く
と
も
人
絹
糸
を
上
回
る
繊
維
が
得
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
再

生
絹
糸
は
、
現
実
的
に
は
機
械
装
置
の
不
備
も
あ
っ
て
、
絹
と
同
等

の
物
性
を
実
現
す
る
に
は
至
ら
ず
、
表
5
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
生

糸
と
人
絹
糸
の
中
間
と
い
う
位
置
づ
け
で
あ
っ
た
が
、
理
論
的
に
は

絹
に
匹
敵
す
る
繊
維
と
な
る
は
ず
で
あ
り
、
将
来
的
な
改
良
が
期
待

さ
れ
て
い
た）40
（

。
し
か
し
、
再
生
絹
糸
は
工
業
製
品
と
し
て
斉
一
性
が

あ
り
、「
天
絹
で
よ
く
問
題
に
な
る
セ
リ
プ
レ
ー
ン
（
糸
斑
）
の
成

績
は
到
底
天
絹
の
企
て
お
よ
ば
な
い
ほ
ど
良
好
で
あ
る
」）

41
（

点
は
、
繊

度
の
調
整
が
可
能
に
な
る
メ
リ
ッ
ト
と
と
も
に
、
当
時
の
製
糸
業
の

抱
え
る
品
質
上
の
課
題
を
克
服
し
た
も
の
と
し
て
好
意
的
に
受
け
止

表 5　各種繊維の物性比較

再生絹糸
生糸 人絹糸

化学純絹糸 更生絹糸 大森法
乾燥時強度 （g/d） 1.78〜2.06 2.5〜3.0 1.8〜2.6 3.5 1.5〜1.7
湿潤時強度 （g/d） 0.92〜1.26 1.5〜2.0 1.1〜1.6 2.8〜3.5 1.0〜1.6
乾燥時伸度 （%） 19.6〜29.4 18〜20 15〜28 20 15〜25
湿潤時伸度 （%） 27.8〜44.2 n.a. 18〜42 18〜24 20〜28

繊度 （d） 1.3〜2.3 0.5〜5.0 0.7〜1.3 1.4 2.5〜5.0
弾性度 1.480〜1.922 n.a. n.a. 2.313 1.092〜1.592
比重 1.44 n.a. 1.44 1.36 1.51

耐水性 人絹糸より良い 人絹糸より良い 人絹糸より良い 良い 悪い
染色性 良い 良い 良い 良い 普通

出所：化学純絹糸は、星野正三郎『化學純絹絲の工業的完成─我が蠶絲業の科學的一大變革─』（蠶絲科
學研究會、1931年）18〜20頁、更生絹糸は、日本繊維産業史刊行委員会編『日本繊維産業史　各論篇』

（繊維年鑑刊行会、1958年）673頁、大森法は、大森台三郎『再生絹絲に關する研究』（紡織雜誌社、1939
年）117〜118頁、120頁、生糸は、北澤孝一「資料　再生絹絲の趨勢（承前）」（『蠶絲學雜誌』第 5 巻第
2 号、1932年11月）143頁、人絹糸は、北澤孝一、前掲論文、143頁、星野正三郎、前掲書、18〜20
頁、角替利策「再生絹絲に就て」（『化學工業時報』第 5 巻第 3 号、1932年 1 月）6 頁より作成。

注：化学純絹糸は星野絹糸化学研究所、更生絹糸は鐘淵紡績、大森法は大阪工業試験所の再生絹糸であ
る。
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め
ら
れ
た
。
鐘
淵
紡
績
社
長
の
津
田
信
吾
は
、
繭
糸
の
繊
度
は
一
様

で
は
な
く
、
さ
ら
に
工
女
の
手
作
業
で
の
集
緒
や
接
緒
に
よ
っ
て
繊

度
む
ら
が
大
き
く
な
る
こ
と
か
ら
、
再
生
絹
糸
に
よ
っ
て
均
一
な
繊

度
の
絹
糸
を
作
り
出
す
こ
と
を
志
向
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る）42
（

。
一
方
、

再
生
繊
維
と
し
て
同
じ
分
類
に
入
る
人
絹
糸
と
の
比
較
で
い
え
ば
、

再
生
絹
糸
は
、
動
物
性
の
再
生
繊
維
で
あ
る
た
め
、
よ
り
絹
や
羊
毛

に
近
い
繊
維
で
あ
り
、
弾
性
度
、
染
色
性
、
保
温
性
、
感
触
な
ど
で

優
れ
て
い
る
と
さ
れ
た
。
特
に
再
生
絹
糸
に
は
「
彈
性
の
甚
だ
大
な

る
も
の
が
あ
つ
て
、
此
の
點
頗
る
有
望
で
あ
る
」）

43
（

と
し
て
、
弾
性
度

が
乏
し
く
皺
に
な
り
や
す
い
人
絹
糸
よ
り
も
織
物
用
繊
維
に
適
し
て

い
る
と
み
ら
れ
た
。
星
野
絹
糸
化
学
研
究
所
の
星
野
正
三
郎
は
、
こ

の
弾
性
度
の
高
さ
と
価
格
の
低
廉
さ
を
も
っ
て
「
織
物
用
と
し
て
天

然
絹
絲
の
代
用
物
た
り
得
る
ば
か
り
か
、
交
織
配
合
の
應
用
を
以
て

し
て
も
、
レ
ー
ヨ
ン
の
領
域
を
ま
で
蠶
食
」）

44
（

す
る
こ
と
も
視
野
に
入

れ
て
い
た
。

　

再
生
絹
糸
の
工
業
化
の
意
義
は
、
ま
ず
は
副
蚕
糸
や
ブ
ー
レ
ッ
ト

の
有
効
利
用
を
念
頭
に
置
い
て
、
付
加
価
値
の
低
い
繊
維
資
源
を
再

生
絹
糸
と
し
て
高
付
加
価
値
化
す
る
こ
と
に
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て

蚕
糸
業
の
合
理
化
を
図
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
は
、
成
長
著
し

い
人
絹
糸
へ
の
蚕
糸
業
の
対
抗
心
も
み
ら
れ
、
津
田
信
吾
は
、
蚕
糸

業
に
対
し
て
、「（
一
）其
生
産
費
を
人
絹
と
同
等
の
程
度
に
引
下
ぐ

る
こ
と（
二
）化
學
を
通
じ
て
生
絲
の
本
能
を
發
揮
せ
し
む
る
の
工
夫

若
く
は
本
質
的
の
變
革
に
よ
り
人
絹
の
企
及
し
能
は
ざ
る
領
域
を
開

拓
す
る
こ
と
」）

45
（

と
し
て
再
生
絹
糸
の
可
能
性
を
訴
え
て
い
た
。
星
野

正
三
郎
も
、
ア
メ
リ
カ
市
場
で
の
人
絹
糸
の
発
展
を
目
の
当
た
り
に

し
て
、「
化
學
に
は
化
學
、
大
規
模
工
場
組
織
に
は
大
規
模
工
場
組

織
を
以
て
對
抗
す
る
」）

46
（

と
し
て
、
再
生
絹
糸
を
通
じ
て
蚕
糸
業
を
科

学
的
基
礎
に
立
つ
新
産
業
と
し
て
更
生
す
る
こ
と
を
志
向
し
て
い
た
。

つ
ま
り
、
再
生
絹
糸
の
工
業
化
に
は
、
蚕
糸
業
の
再
建
と
化
学
繊
維

工
業
へ
の
対
抗
と
い
う
交
錯
す
る
二
つ
の
狙
い
が
内
包
さ
れ
て
い
た
。

た
だ
実
際
に
は
、
絹
糸
紡
績
事
業
を
抱
え
る
企
業
が
再
生
絹
糸
の
工

業
化
を
目
論
ん
で
い
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
工
業
化
の
意
義
は
、
蚕
糸

業
の
合
理
化
よ
り
も
、
副
蚕
糸
や
ブ
ー
レ
ッ
ト
の
有
効
利
用
の
方
に

見
出
さ
れ
て
い
っ
た
よ
う
に
み
え
る
。

　

し
か
し
、
再
生
絹
糸
の
可
能
性
は
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
に
と
ど
ま

ら
ず
、
原
料
が
絹
質
物
で
あ
れ
ば
何
で
も
よ
い
と
い
う
こ
と
か
ら
、

養
蚕
業
で
の
挑
戦
的
な
取
り
組
み
に
も
つ
な
が
っ
て
い
た
。
星
野
絹

糸
化
学
研
究
所
で
は
、
再
生
絹
糸
と
と
も
に
板
状
収
繭
法
（
皿
繭
上

簇
法
）
と
い
う
産
繭
法
を
開
発
し
て
お
り
、「
蠶
兒
上
簇
法
」）

47
（

と
し

て
特
許
を
取
得
し
て
い
た
。
板
状
収
繭
法
は
、
蓆
や
板
の
上
に
蚕
児
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を
置
い
て
営
繭
さ
せ
ず
に
吐
糸
さ
せ
て
、
糸
か
ら
成
る
薄
層
（
蛹
体

は
そ
れ
に
含
ま
れ
な
い
）
を
作
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
繭
層

歩
合
で
一
二
〜
一
三
％
の
増
収
に
な
る
だ
け
で
は
な
く
、
作
業
が
簡

単
で
あ
り
、
板
状
で
あ
る
た
め
に
繭
の
輸
送
、
保
存
、
取
り
扱
い
も

容
易
に
な
る
上
、
同
法
に
よ
る
化
蛹
、
化
蛾
、
産
卵
へ
の
影
響
も
な

い
こ
と
か
ら
、
取
り
出
し
た
蛹
体
を
蚕
種
製
造
に
利
用
で
き
る
と
い

う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
っ
た）48
（

。
板
状
収
繭
法
と
従
来
の
上
簇
法
を
比
べ
る

と
、
生
繭
一
〇
貫
の
上
簇
費
は
労
働
力
三
人
で
四
・
一
六
円
、
板
状

収
繭
法
の
生
産
費
は
労
働
力
〇
・
五
人
で
一
・
〇
〇
円
と
見
積
も
ら

れ
て
い
た）49
（

。

　

た
だ
し
、
研
究
の
対
象
が
産
繭
法
に
ま
で
及
ん
だ
事
例
は
、
こ
の

星
野
絹
糸
化
学
研
究
所
の
他
に
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
星

野
正
三
郎
が
、
再
生
絹
糸
の
真
の
目
的
と
し
て
、「
蠶
兒
の
口
よ
り

直
ち
に
絹
絲
に
仕
上
る
と
云
ふ
點
に
あ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
徹
底
的

完
成
は
、
蠶
兒
に
繭
を
作
ら
し
め
な
い
で
、
絹
の
全
部
を
収
得
し
て
、

こ
れ
を
化
學
的
方
法
に
依
つ
て
製
絲
せ
ん
と
す
る
も
の
」）

50
（

と
考
え
、

再
生
絹
糸
と
板
状
収
繭
法
を
合
わ
せ
て
、
昭
和
恐
慌
下
で
苦
境
に

陥
っ
て
い
た
蚕
糸
業
を
再
建
す
る
方
策
と
位
置
づ
け
て
い
た
こ
と
に

よ
る
。
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
い
狙
い
で
あ
っ
た
が
、
実
現
す
れ
ば
蚕
糸

業
改
革
の
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
に
な
り
得
る
も
の
で
あ
り
、
板
状
収

繭
法
に
よ
る
再
生
絹
糸
の
生
産
を
拡
大
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
養
蚕

業
で
は
品
質
よ
り
も
吐
糸
量
を
優
先
と
し
た
産
繭
を
行
い
、
製
糸
業

で
は
乾
燥
、
煮
繭
、
製
糸
な
ど
の
工
程
が
不
要
に
な
り
、
蚕
糸
業
か

ら
生
じ
る
副
蚕
糸
も
排
除
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
蚕
糸
業
を
工

業
と
し
て
合
理
化
・
高
度
化
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
も
の
で
あ
っ

た
。

　

蚕
糸
業
改
革
の
可
能
性
を
も
っ
た
再
生
絹
糸
の
経
済
的
な
価
値
に

つ
い
て
、
星
野
絹
糸
化
学
研
究
所
に
よ
る
試
算
を
紹
介
す
る
と
、
既

存
の
製
糸
法
か
ら
再
生
絹
糸
法
に
転
換
し
た
場
合
、
産
業
全
体
と
し

て
三
六
八
六
万
円
の
利
益
の
増
額
が
、
副
蚕
糸
の
全
量
を
再
生
絹
糸

に
使
用
す
る
と
し
て
絹
糸
紡
績
業
を
再
生
絹
糸
法
に
転
換
す
れ
ば
、

八
〇
六
万
円
の
利
益
の
増
額
が
見
込
め
る
と
さ
れ
た
。
し
か
し
、
既

存
の
製
糸
業
や
絹
糸
紡
績
業
を
す
べ
て
再
生
絹
糸
法
に
転
換
す
る
こ

と
は
現
実
的
で
は
な
い
た
め
、
星
野
絹
糸
化
学
研
究
所
で
は
、「
愈
々

工
業
規
模
に
移
る
に
は
中
間
工
業
の
階
梯
を
經
可
き
は
當
然
な
る
も

原
料
が
手
許
で
容
易
に
得
ら
る
ゝ
を
以
て
先
づ
ブ
レ
ツ
ト
ヲ
（
マ
マ
）原
料
と

す
る
製
絹
事
業
及
び
絹
紡
の
捨
て
て
顧
み
ざ
る
撚
絲
屑
、
織
物
屑
、

錘
抜
き
等
よ
り
起
し
順
次
全
國
養
蠶
法
改
革
の
事
業
に
及
ぶ
可
き
を

安
全
に
し
て
勁
捷
な
る
も
の
」）

51
（

と
し
て
、
ま
ず
ブ
ー
レ
ッ
ト
を
用
い

た
再
生
絹
糸
の
生
産
を
提
唱
し
て
い
た
。
そ
こ
か
ら
始
め
る
の
で
あ
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れ
ば
、
二
〇
二
万
円
の
利
益
が
見
込
め
る
と
さ
れ
た）52
（

。

　

こ
の
ブ
ー
レ
ッ
ト
を
利
用
す
る
場
合
の
量
的
な
把
握
を
試

み
る
と
、
表
6
の
よ
う
に
な
り
、
一
九
三
一
年
で
年
九
八
六

ト
ン
、
日
産
換
算
で
三
・
三
ト
ン
の
生
産
が
可
能
と
な
る
も

の
で
あ
っ
た
。
再
生
絹
糸
は
、
不
経
済
に
処
理
し
て
い
た
繊

維
資
源
か
ら
絹
糸
紡
績
糸
の
一
六
・
九
％
に
相
当
す
る
量
の

糸
を
生
み
出
す
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
ブ
ー
レ
ッ
ト
の

利
用
の
み
で
は
、
絹
糸
紡
績
業
の
合
理
化
に
と
ど
ま
る
た
め
、

再
生
絹
糸
に
対
す
る
社
会
的
な
期
待
か
ら
す
る
と
、
ま
ず
は

絹
糸
紡
績
に
利
用
し
な
い
部
分
か
ら
で
も
副
蚕
糸
を
利
用
し

て
、
蚕
糸
業
の
合
理
化
に
も
寄
与
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
ま

た
、
ブ
ー
レ
ッ
ト
の
利
用
の
み
で
は
、
仮
に
絹
糸
紡
績
業
の

拡
大
が
続
い
た
と
し
て
も
、
人
絹
糸
並
み
の
経
済
単
位
（
日

産
一
〇
ト
ン
）
に
も
っ
て
い
く
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
副
蚕

糸
も
原
料
と
し
て
利
用
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
副
蚕
糸
の
利

用
を
視
野
に
入
れ
れ
ば
、
一
九
三
一
年
で
最
大
年
二
八
七
六

ト
ン
、
日
産
換
算
で
九
・
六
ト
ン
の
再
生
絹
糸
の
生
産
が
可

能
で
あ
っ
た
が
、
原
料
調
達
面
で
の
絹
糸
紡
績
業
と
の
関
係

を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

　

以
上
、
付
加
価
値
の
低
い
繊
維
資
源
の
有
効
利
用
と
人
絹

表 6　ブーレットと副蚕糸による再生絹糸生産量の推計

ブーレット利用 副蚕糸利用
合計

（a+b）
（トン）

絹糸紡績
運転設備
（錘）

ブーレット
発生

（トン）

再生絹糸
副蚕糸

（トン）

再生絹糸

原料見込
み（トン）

生産見込
みa（トン）

原料見込
み（トン）

生産見込
みb（トン）

1931 354,154 2,988 1,793 　986 13,744 3,436 1,890 2,876
1932 370,265 3,124 1,874 1,031 13,556 3,389 1,864 2,895
1933 328,095 2,768 1,661 　914 13,988 3,497 1,923 2,837
1934 336,942 2,843 1,706 　938 15,053 3,763 2,070 3,008
1935 298,871 2,522 1,513 　832 15,071 3,768 2,072 2,904

出所：絹糸紡績運転設備と副蚕糸は、日本繊維産業史刊行委員会編『日本繊維産業史　総論篇』（繊維年
鑑刊行会、1958年）940頁、944頁、その他の項目は、下記の通りに計算して作成。

注 1 ：ブーレットは、絹糸紡績 1 万錘当たり 1 日50〜100貫発生するとされることから、本表では、1
万錘当たり 1 日75貫、操業年300日として計算した（星野正三郎『化學純絹絲の工業的完成─我が蠶
絲業の科學的一大變革─』蠶絲科學研究會、1931年、65頁）。

　 2 ：ブーレット利用の再生絹糸の原料見込みは、ブーレットの繊維含有率が40〜80%とされること
から、本表では、60%として計算した（矢澤将英記念出版会編『夢と執念の人　矢澤将英』矢澤将英
記念出版会、1981年、25頁）。

　 3 ：副蚕糸利用の再生絹糸の原料見込みは、副蚕糸の絹質量が屑繭25%、熨斗40%、生皮苧40%、そ
の他20%とされるが、屑繭が量的に最も多いことから、本表では、25%として計算した（星野正三
郎、前掲書、60頁）。

　 4 ：再生絹糸の生産見込みは、精練や生産でのフィブロインの損失率が化学純絹糸で約40%、大森
法で約50%とされることから、本表では、45%として計算した（星野正三郎、前掲書、66頁、大森
台三郎『再生絹絲に關する研究』紡織雜誌社、1939年、130頁）。
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糸
を
超
え
る
糸
の
生
産
を
両
立
さ
せ
る
こ
と
こ
そ
が
、
再
生
絹
糸
の

技
術
的
な
意
義
で
あ
り
、
工
業
化
を
進
め
る
上
で
の
経
済
的
な
意
義

で
も
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
蚕
糸
業
や
絹
糸
紡
績
業
の
発
展
に
よ
る
原

料
供
給
が
十
分
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
、
人
絹
糸
以
上
に
再
生
絹

糸
の
品
質
向
上
が
進
む
と
い
う
条
件
の
下
に
成
り
立
つ
も
の
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
そ
の
前
提
と
条
件
は
、
そ
の
後
の
状
況
か
ら
み
て
厳

し
い
も
の
で
あ
り
、
星
野
正
三
郎
が
意
図
し
喧
伝
し
た
蚕
糸
業
改
革

の
実
現
可
能
性
は
、
限
り
な
く
低
か
っ
た
と
い
え
る
。

　
　
　

三　

再
生
絹
糸
の
工
業
化
の
後
退

（
1
）　
蚕
糸
業
の
停
滞
と
化
学
繊
維
工
業
の
躍
進

　

一
九
二
〇
年
代
後
半
か
ら
一
九
三
〇
年
代
初
頭
の
状
況
で
は
、
再

生
絹
糸
の
工
業
化
を
推
進
で
き
る
可
能
性
が
あ
り
、
世
界
恐
慌
の
影

響
で
大
き
な
打
撃
を
被
っ
た
蚕
糸
業
の
改
革
が
期
待
さ
れ
る
の
も
当

然
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
再
生
絹
糸
を
取
り
巻
く
環
境
は
変

化
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

蚕
糸
業
は
、
日
本
が
世
界
恐
慌
か
ら
脱
出
し
た
と
い
わ
れ
る
一
九

三
二
年
以
降
も
不
振
が
続
き
、
優
等
糸
輸
出
の
多
く
を
占
め
る
片
倉

製
糸
や
郡
是
製
糸
で
も
苦
し
い
経
営
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
。
蚕

糸
業
に
と
っ
て
は
、
国
内
で
の
人
絹
糸
市
場
の
拡
大
や
絹
価
格
の
下

落
の
影
響
も
あ
っ
た
が
、
ア
メ
リ
カ
市
場
で
の
不
振
が
大
き
な
ダ

メ
ー
ジ
と
な
っ
て
い
た
。
一
九
三
〇
年
代
、
日
本
の
生
糸
輸
出
は
一

九
二
〇
年
代
と
比
べ
て
見
劣
り
す
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
表
3
に

示
さ
れ
る
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
で
の
絹
消
費
量
は
、
世
界
恐
慌
の
影

響
や
引
き
続
き
高
い
成
長
率
を
示
し
た
人
絹
糸
の
消
費
拡
大
も
あ
っ

て
減
少
に
転
じ
、
絹
価
格
も
低
下
し
て
い
た
。
高
級
絹
織
物
や
フ
ル

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
靴
下
で
は
、
物
性
と
品
質
で
勝
る
生
糸
が
市
場
を
防

衛
し
て
い
た
が
、
低
級
・
中
級
絹
織
物
で
は
、
絹
よ
り
も
価
格
が
安

い
人
絹
糸
が
侵
食
し
、
絹
の
用
途
は
織
物
か
ら
靴
下
に
移
っ
て
い
っ

た
）
53
（

。
ア
メ
リ
カ
市
場
は
、
世
界
最
大
の
絹
消
費
国
で
あ
り
続
け
た
が
、

人
絹
糸
が
着
実
に
普
及
し
て
お
り
、
蚕
糸
業
に
明
る
い
見
通
し
は
な

か
っ
た
。

　

一
方
、
日
本
で
も
、
人
絹
糸
の
成
長
は
目
覚
ま
し
い
も
の
で
あ
り
、

一
九
三
〇
年
代
も
品
質
の
向
上
と
価
格
の
低
下
に
よ
っ
て
市
場
を
拡

大
し
、
人
絹
織
物
は
一
九
三
一
年
に
毛
織
物
、
翌
年
に
絹
織
物
を
生

産
量
で
上
回
っ
た
。
輸
出
も
増
加
の
一
途
を
た
ど
り
、
一
九
三
二
年

に
人
絹
織
物
が
絹
織
物
の
輸
出
を
超
え
る
と
、
そ
れ
以
降
は
、
金
輸

出
再
禁
止
後
の
低
為
替
や
生
産
技
術
の
向
上
も
手
伝
っ
て
ア
ジ
ア
へ

の
輸
出
が
急
増
し
た
。
人
絹
糸
が
発
展
す
る
中
で
、
一
九
三
〇
年
代

前
半
に
は
、
ス
フ
（
レ
ー
ヨ
ン
・
ス
テ
ー
プ
ル
・
フ
ァ
イ
バ
ー
）
に
進
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出
す
る
動
き
も
み
ら
れ
た
。
ス
フ
は
、
当
初
、
絹
糸
紡
績
の
原
料
と

な
る
副
蚕
糸
の
減
少
へ
の
対
策
と
し
て
注
目
さ
れ
た
が
、
国
際
関
係

の
悪
化
や
通
商
問
題
の
発
生
に
よ
っ
て
綿
花
や
羊
毛
の
輸
入
見
通
し

が
悪
化
し
た
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ら
短
繊
維
の
代
用
品
と
し
て
も
期
待

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
絹
糸
紡
績
糸
は
、
生
糸
に
比
べ
て
安
価
で

あ
っ
た
た
め
、
昭
和
恐
慌
下
で
も
需
要
は
堅
調
で
あ
っ
た
が
、
一
九

三
〇
年
代
中
頃
か
ら
、
富
士
絹
は
輸
出
向
け
も
国
内
向
け
も
需
要
が

減
少
し
、
も
う
一
つ
の
大
き
な
市
場
で
あ
っ
た
銘
仙
も
、
絹
糸
紡
績

糸
と
ス
フ
の
混
紡
糸
を
用
い
た
交
織
銘
仙
の
登
場
に
よ
っ
て
衰
退
の

兆
し
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た）54
（

。
ス
フ
は
、
綿
花
、
羊
毛
、
ペ

ニ
ー
と
の
混
紡
用
原
料
、
富
士
絹
や
モ
ス
リ
ン
と
い
っ
た
既
存
製
品

の
交
織
用
原
糸
に
用
い
ら
れ
、
蚕
糸
業
と
と
も
に
絹
糸
紡
績
業
も
化

学
繊
維
工
業
の
発
展
の
影
響
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

人
絹
糸
や
ス
フ
が
国
内
市
場
を
侵
食
す
る
中
で
、
物
性
的
に
生
糸

と
人
絹
糸
の
中
間
に
あ
っ
た
再
生
絹
糸
が
割
っ
て
入
る
に
は
、
価
格

が
重
要
な
鍵
を
握
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
一
九
二
〇
年
代
末
以
降
、

表
7
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
生
糸
、
絹
糸
紡
績
糸
、
人
絹
糸
の
価
格

は
い
ず
れ
も
低
下
傾
向
に
あ
り
、
再
生
絹
糸
に
と
っ
て
は
、
当
初
の

生
産
費
で
は
人
絹
糸
は
も
と
よ
り
生
糸
や
絹
糸
紡
績
糸
に
も
価
格
面

で
優
位
に
立
つ
こ
と
が
難
し
い
状
況
に
な
っ
て
い
た
。

　

ま
た
、
蚕
糸
業
の
停
滞
は
、
養
蚕
業
や
製
糸
業
で
の
技
術
の
発
達

や
合
理
化
に
よ
っ
て
副
蚕
糸
の
発
生
率
が
低
下
し
て
い
た
こ
と
も
手

伝
っ
て
、
絹
糸
紡
績
業
の
原
料
事
情
の
悪
化
を
招
く
こ
と
に
な
っ
た
。

絹
糸
紡
績
業
で
は
、
一
九
三
四
年
の
夏
秋
蚕
暴
落
に
よ
っ
て
絹
糸
紡

績
原
料
に
精
繭
を
用
い
る
こ
と
が
検
討
さ
れ
た
が
、
翌
年
の
繭
価
格

の
上
昇
に
よ
っ
て
頓
挫
し
、
一
九
三
六
年
に
は
、
繭
層
が
多
く
繊
度

の
太
い
製
糸
用
と
は
異
な
る
特
殊
繭
の
飼
育
を
試
み
、
前
橋
、
島
根
、

豊
橋
、
浜
松
の
各
蚕
業
試
験
場
に
絹
糸
紡
績
用
繭
の
試
験
飼
育
を
委

託
す
る
動
き
も
み
ら
れ
た）55
（

。
し
か
し
、
精
繭
を
用
い
る
方
法
は
、
十

分
な
成
果
を
上
げ
る
こ
と
な
く
、
統
制
時
代
に
入
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
事
態
は
、
有
望
な
原
料
と
し
て
副
蚕
糸
や
ブ
ー
レ
ッ
ト

表 7　各種繊維の価格
（単位：円/ポンド）

生糸 絹糸紡績糸 人絹糸

1927 10.58 5.97 2.55
1928 10.02 6.80 2.28
1929 9.97 6.10 1.79
1930 5.40 4.06 1.31
1931 4.49 4.02 0.97
1932 5.25 3.82 1.21
1933 5.75 3.81 1.21
1934 4.01 3.79 1.03

出所：農林省農蠶園藝局編『蠶絲業要覽　
昭和28年版』（日本蠶絲新聞社、1953
年）より作成。

注：生糸は神戸現物相場の平均、絹糸紡
績糸は純絹紡糸のみの価格である。
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を
念
頭
に
置
い
て
い
た
再
生
絹
糸
の
根
幹
を
大
き
く
揺
る
が
す
こ
と

に
な
っ
た
。
蚕
糸
業
と
絹
糸
紡
績
業
か
ら
生
じ
る
副
蚕
糸
や
ブ
ー

レ
ッ
ト
の
供
給
増
加
が
見
込
め
な
け
れ
ば
、
再
生
絹
糸
の
生
産
規
模

を
人
絹
糸
並
み
に
増
や
し
、
生
産
費
の
低
下
を
図
る
こ
と
は
よ
り
一

層
難
し
く
な
り
、
そ
れ
ら
の
代
わ
り
に
滞
貨
と
な
っ
た
繭
や
生
糸
を

用
い
る
と
す
れ
ば
、
原
料
価
格
が
上
昇
す
る
こ
と
に
な
り
、
価
格
を

武
器
に
拡
大
す
る
人
絹
糸
と
の
価
格
差
が
ま
す
ま
す
拡
大
す
る
可
能

性
が
あ
っ
た
。

　

一
九
三
〇
年
代
、
再
生
絹
糸
は
人
絹
糸
に
加
え
て
価
格
の
低
下
し

た
生
糸
に
も
品
質
と
価
格
で
対
抗
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
、
蚕
糸
業
や
絹
糸
紡
績
業
の
停
滞
に
よ
っ
て
原
料
確
保
の
問
題

も
危
惧
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
特
に
原
料
確
保
の
問
題
は
、
再
生

絹
糸
の
生
産
量
を
規
定
す
る
と
と
も
に
生
産
費
の
低
下
を
妨
げ
る
一

因
と
な
り
、
価
格
面
で
再
生
絹
糸
の
工
業
化
を
不
利
に
す
る
可
能
性

が
あ
っ
た
。

（
2
）　
再
生
絹
糸
の
技
術
的
な
限
界

　

再
生
絹
糸
を
工
業
化
す
る
意
義
の
後
退
は
、
再
生
絹
糸
を
取
り
巻

く
環
境
の
変
化
だ
け
で
は
な
く
、
再
生
絹
糸
自
体
の
改
良
が
期
待
以

上
に
進
ま
な
か
っ
た
こ
と
に
も
原
因
が
あ
っ
た
。

　

一
九
三
〇
年
代
中
頃
の
新
聞
で
は
、「
近
年
生
絲
の
値
が
ガ
タ
落

ち
に
崩
落
し
て
ゐ
る
の
で
、
随
分
安
く
天
然
絹
絲
を
買
ひ
得
る
（
中

略
）
此
點
か
ら
云
つ
て
も
再
生
絹
絲
の
工
業
化
が
興
り
か
ね
て
ゐ
る
。

が
、
併
し
、
生
産
費
が
ウ
ン
と
安
く
つ
く
も
の
な
ら
、
再
生
絹
絲
は

事
業
的
に
採
算
が
と
れ
る
」）

56
（

と
い
う
も
の
や
、「
絹
蛋
白
の
分
解
を

生
じ
易
く
强
度
光
澤
、
觸
感
な
ど
に
お
い
て
品
質
的
に
天
絹
に
及
ば

ざ
る
箇
所
が
多
々
あ
つ
た
し
か
も
原
料
藥
品
費
が
相
當
嵩
み
現
在
天

絹
十
貫
三
百
三
十
圓
ど
こ
ろ
に
對
し
再
生
絹
糸
の
生
産
費
は
約
二
百

圓
で
藥
品
の
回
収
そ
の
他
に
考
慮
を
拂
へ
ば
ま
だ
ま
だ
引
き
下
げ
ら

れ
る
餘
地
は
殘
さ
れ
て
ゐ
た
」）

57
（

と
い
う
も
の
な
ど
、
生
産
費
と
品
質

の
課
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
。

　

再
生
絹
糸
の
生
産
で
は
、
表
4
に
示
し
た
よ
う
に
、
原
料
と
薬
品

が
高
く
な
る
傾
向
に
あ
っ
た
た
め
、
安
価
な
木
材
パ
ル
プ
を
原
料
と

す
る
人
絹
糸
に
比
べ
て
採
算
に
対
す
る
懸
念
が
依
然
と
し
て
強
く
、

薬
品
の
回
収
に
よ
る
生
産
費
の
低
下
を
は
じ
め
様
々
な
取
り
組
み
が

検
討
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
再
生
絹
糸
の
生
産
費
は
、
銅
ア
ン
モ

ニ
ア
法
を
例
に
み
る
と
、
表
8
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
一
九
三
七
年

一
月
時
点
で
一
八
一
円
／
百
ポ
ン
ド
に
低
下
し
た
に
過
ぎ
ず
、
そ
れ

以
上
に
薬
品
の
回
収
や
生
産
工
程
の
合
理
化
を
進
め
た
人
絹
糸
に
対

抗
す
る
こ
と
は
極
め
て
困
難
で
あ
っ
た
。
当
初
か
ら
危
惧
さ
れ
た
よ
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う
に
、
高
い
生
産
費
に
起
因
す
る
他
繊
維
と
の
価
格
差
が
、
再
生
絹

糸
の
工
業
化
を
阻
む
大
き
な
壁
と
な
っ
て
い
た
。

　

品
質
面
で
も
、
再
生
絹
糸
に
は
大
き
な
改
善
は
み
ら
れ
ず
、
表
5

に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
最
も
新
し
い
大
森
法
の
再
生
絹
糸
の
物
性
で

も
、
生
糸
に
は
及
ば
ず
、
乾
燥
強
度
を
除
け
ば
目
立
っ
て
人
絹
糸
を

上
回
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
物
性
を
考
え
る
際
に
は
、
再
生

絹
糸
に
つ
い
て
Ｘ
線
研
究
を
行
っ
た
結
果
に
よ
る
、「
再
生
絹
絲
は

特
別
なStrecken

（
延
伸
…
筆
者
）
を
し
た
も
の
で
な
い
が
極
め
て

明
瞭
な
纎
維
圖
を
示
し
ミ
セ
ル
が
相
當
よ
く
纎
維
軸
の
方
向
に
配
列

し
て
居
る
事
が
認
め
ら
れ
る
が
ま
だ
天
然
絹
絲
に
劣
る
事
は
明
瞭
で

あ
る
又
再
生
絹
絲
に
於
て
幾
分
非
晶
質
の
も
の
ゝ
量
が
多
い
事
が
認

め
ら
れ
る
」）

58
（

と
い
う
点
に
も
注
意
を
払
う
必
要
が
あ
る
。
再
生
絹
糸

の
強
度
の
向
上
に
つ
い
て
は
、
紡
糸
後
の
延
伸
の
効
果
が
指
摘
さ
れ

る
が
、
鐘
淵
紡
績
の
矢
澤
将
英
に
よ
れ
ば
、
延
伸
と
と
も
に
熱
処
理

も
効
果
的
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る）59
（

。
熱
処
理
は
一
九
三
四
年
頃
に
矢
澤

将
英
が
試
み
た
も
の
で
あ
り
、
ま
ず
紡
糸
後
の
延
伸
に
よ
っ
て
、
分

子
が
繊
維
軸
方
向
に
引
き
揃
え
ら
れ
、
次
に
熱
処
理
に
よ
っ
て
、
温

度
上
昇
に
と
も
な
い
非
晶
領
域
の
再
配
列
が
進
み
結
晶
化
す
る
こ
と

に
な
り
、
Ｘ
線
研
究
で
指
摘
さ
れ
た
欠
点
を
改
善
し
て
い
る
。
そ
の

結
果
、
紡
糸
・
延
伸
後
の
乾
燥
過
程
で
繊
維
が
収
縮
す
る
問
題
が
解

決
さ
れ
、
強
度
や
耐
水
性
も
向
上
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
表
5
に
示

さ
れ
る
鐘
淵
紡
績
の
再
生
絹
糸
の
物
性
は
、
強
度
が
人
絹
糸
や
他
の

再
生
絹
糸
を
大
き
く
上
回
っ
て
お
り
、
熱
処
理
を
施
し
た
も
の
と
み

ら
れ
る
が
、
他
の
開
発
主
体
で
は
、
熱
処
理
に
つ
い
て
の
言
及
は
な

く
、
熱
処
理
の
差
で
鐘
淵
紡
績
の
再
生
絹
糸
よ
り
も
物
性
的
に
劣
る

こ
と
に
な
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
原
料
面
で
は
、
第
一
に
副
蚕
糸
や
ブ
ー
レ
ッ
ト
を
想
定

し
て
い
た
た
め
、
再
生
絹
糸
の
生
産
規
模
は
そ
れ
ら
の
産
出
量
に
規

定
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
人
絹
糸
並
み
の
経
済
単
位
は
困
難
な
情
勢

と
な
っ
て
い
た
。
副
蚕
糸
や
ブ
ー
レ
ッ
ト
以
外
に
安
価
な
原
料
を
求

表 8　各種繊維の生産費
（単位：円/百ポンド）

繊維 製法 生産費

生糸 650.00

絹糸紡績糸 330.00

人絹糸
アセテート法 155.00
銅アンモニア法  98.00
ビスコース法  56.70

再生絹糸
銅アンモニア法 181.00
大森法 140.75

出所：大森台三郎『再生絹絲に關する研究』（紡
織雜誌社、1939年）131頁より作成。

注 1 ：生産費は、1937年 1 月10日時点のもの
である。

　 2 ：生糸は21中、ビスコース法人絹糸は
120dのものである。
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め
よ
う
と
し
て
も
、
当
初
期
待
さ
れ
た
よ
う
に
絹
質
物
な
ら
何
で
も

よ
い
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
ず
、
原
料
の
斉
一
性
の
確
保
が
問
題
視

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
そ
も
そ
も
絹
質
物
な
ら
何
で
も
よ
い

と
い
う
点
は
、
世
間
の
注
目
を
集
め
始
め
た
頃
か
ら
新
聞
や
雑
誌
の

報
道
で
一
人
歩
き
し
て
い
た
感
が
あ
り
、
例
え
ば
星
野
絹
糸
化
学
研

究
所
に
よ
る
試
算
で
も
「
原
料
の
相
違
は
製
品
々
位
に
於
て
そ
れ
丈

け
差
別
あ
る
を
認
め
た
る
に
依
る
も
の
」）

60
（

と
し
て
、
板
状
収
繭
法
に

よ
る
再
生
絹
糸
と
副
蚕
糸
に
よ
る
再
生
絹
糸
の
価
格
差
を
一
円
／
ポ

ン
ド
と
し
て
い
た
。
ま
た
、
同
所
の
山
本
三
六
郎
も
、「
原
料
は
癈

棄
屑
物
等
を
用
ふ
る
時
は
絹
の
個
々
の
膠
質
化
學
的
變
質
度
の
差
異

が
多
い
が
、
之
を
一
定
な
る
原
料
と
し
て
紡
絲
液
製
造
に
供
用
す
る

爲
に
は
多
少
困
難
が
な
い
で
も
な
い
」）

61
（

と
率
直
に
記
し
て
い
る
。

ブ
ー
レ
ッ
ト
を
原
料
と
す
る
場
合
で
も
、
蛹
脱
皮
そ
の
他
の
夾
雑
物

が
多
く
質
的
偏
差
が
激
し
い
た
め
、
絹
溶
液
が
不
安
定
と
な
り
、
繊

度
が
均
一
な
再
生
絹
糸
を
得
る
こ
と
が
難
し
か
っ
た）62
（

。
そ
の
上
、
溶

解
工
程
で
は
、
使
用
薬
品
の
種
類
、
濃
度
、
処
理
温
度
、
処
理
時
間
、

原
液
調
製
か
ら
紡
糸
ま
で
の
時
間
な
ど
が
デ
リ
ケ
ー
ト
な
影
響
を
及

ぼ
す
上
、
フ
ィ
ブ
ロ
イ
ン
の
精
練
方
法
も
無
関
係
で
は
な
く
、
操
業

面
で
の
難
し
さ
も
あ
っ
た）63
（

。
な
お
、
操
業
面
に
つ
い
て
は
、
溶
解
工

程
に
限
ら
ず
、
透
析
工
程
で
は
、
工
程
仕
掛
り
時
間
が
長
く
そ
の
防

腐
対
策
が
必
要
と
な
り
、
濃
縮
工
程
で
は
、
フ
ィ
ブ
ロ
イ
ン
の
凝
固

と
バ
ク
テ
リ
ア
に
よ
る
分
子
量
の
低
下
を
解
決
す
る
必
要
が
あ
っ
た）64
（

。

　

こ
の
他
に
も
再
生
絹
糸
の
製
法
に
つ
い
て
、
以
前
か
ら
続
く
銅
ア

ル
カ
リ
法
と
中
性
塩
法
の
優
劣
を
め
ぐ
る
議
論
が
未
決
着
で
あ
っ
た
。

銅
ア
ル
カ
リ
法
を
用
い
た
星
野
絹
糸
化
学
研
究
所
の
山
本
三
六
郎
は
、

銅
ア
ル
カ
リ
法
の
溶
解
が
、
常
温
な
い
し
低
温
で
進
行
が
瞬
間
的
で

な
い
た
め
、
均
一
な
溶
解
が
実
現
し
や
す
く
、
装
置
も
簡
単
で
あ
る

こ
と
を
主
張
し
、
中
性
塩
法
の
溶
解
は
、
高
温
で
進
行
も
瞬
間
的
で

あ
る
た
め
、
均
一
な
溶
解
が
困
難
で
あ
り
、
装
置
が
複
雑
化
す
る
こ

と
、
さ
ら
に
紡
糸
も
複
雑
で
あ
り
、
多
量
の
塩
類
を
含
有
す
る
た
め
、

そ
の
除
去
が
容
易
で
は
な
く
品
質
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
を
指
摘

し
た）65
（

。
そ
れ
に
対
し
て
、
中
性
塩
法
を
用
い
た
大
阪
工
業
試
験
所
の

大
森
台
三
郎
は
、
紡
糸
面
を
中
心
と
し
て
、
銅
ア
ル
カ
リ
法
は
、
凝

固
作
用
が
化
学
的
で
あ
り
凝
固
速
度
は
極
め
て
早
い
が
、
絹
コ
ロ
イ

ド
溶
液
が
極
め
て
不
安
定
に
な
る
こ
と
や
高
価
な
薬
品
を
使
用
す
る

こ
と
を
欠
点
と
し
て
挙
げ
、
中
性
塩
法
は
、
凝
固
作
用
が
物
理
的
で

あ
り
凝
固
速
度
が
極
め
て
遅
鈍
で
あ
っ
た
が
、
銅
ア
ル
カ
リ
法
ほ
ど

の
欠
点
は
な
い
と
結
論
づ
け
た）66
（

。
唯
一
工
業
生
産
を
行
っ
て
い
た
鐘

淵
紡
績
は
中
性
塩
法
で
あ
っ
た
が
、
大
勢
と
し
て
は
銅
ア
ル
カ
リ
法

の
研
究
が
多
く
、
明
確
な
結
論
が
得
ら
れ
ぬ
ま
ま
で
あ
っ
た
。
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最
後
に
、
板
状
収
繭
法
に
よ
る
板
状
繭
に
つ
い
て
は
、
軍
需
用
防

寒
衣
の
中
入
綿
や
、
う
ち
わ
、
扇
子
、
表
装
紙
、
壁
紙
な
ど
の
工
芸

的
商
品
と
し
て
利
用
さ
れ
る
に
と
ど
ま
り
、
技
術
的
も
し
く
は
経
済

的
な
問
題
が
あ
っ
た
の
か
判
明
し
な
い
が
、
再
生
絹
糸
の
原
料
を
含

め
て
大
き
く
利
用
さ
れ
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た）67
（

。
一
九
三
八
年
頃
か

ら
、
繊
維
原
料
の
輪
入
減
少
に
よ
っ
て
綿
花
や
羊
毛
の
代
用
品
と
し

て
絹
が
注
目
さ
れ
る
と
、
板
状
繭
の
需
要
も
高
ま
り
、
研
究
が
再
び

行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る）68
（

。

　

こ
の
よ
う
に
、
再
生
絹
糸
は
、「
第
一
に
は
値
段
の
關
係
、
第
二

に
は
技
術
不
熟
練
の
點
な
ど
そ
の
他
幾
多
の
事
情
が
あ
つ
て
、
ま
だ

工
場
實
現
に
は
至
ら
な
い
」）

69
（

と
い
う
状
況
が
一
九
三
〇
年
代
を
通
じ

て
続
い
て
お
り
、
年
を
経
る
ご
と
に
研
究
か
ら
撤
退
す
る
開
発
主
体

が
現
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

四　

再
生
絹
糸
の
終
焉

　

一
九
三
〇
年
代
の
再
生
絹
糸
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
は
、
再
生

絹
糸
に
当
初
の
目
論
見
と
は
異
な
る
価
値
を
見
出
す
よ
う
に
仕
向
け

た
。
一
九
三
六
年
五
月
の
日
豪
通
商
決
裂
に
と
も
な
う
報
復
措
置
と

し
て
豪
毛
買
付
を
中
止
す
る
事
態
に
な
る
と
、
羊
毛
の
確
保
が
問
題

と
な
り
、
ス
フ
と
同
じ
く
再
生
絹
糸
に
も
、
輸
入
の
見
通
し
が
悪
化

す
る
短
繊
維
の
代
用
品
の
期
待
が
課
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
再

生
絹
糸
は
、
動
物
性
の
再
生
繊
維
と
い
う
こ
と
か
ら
、「
生
糸
と
人

絹
の
中
間
を
行
く
も
の
で
あ
る
が
一
面
羊
毛
に
似
た
性
質
を
有
し
」）

70
（

て
い
る
こ
と
や
、「
ス
テ
ー
プ
ル
・
フ
ァ
イ
バ
ー
と
し
て
も
植
物
性

の
に
比
較
し
、
强
く
て
手
ざ
は
り
よ
く
、
染
色
が
非
常
に
た
や
す

い
」）

71
（

と
し
て
、
羊
毛
の
代
用
品
と
し
て
の
可
能
性
に
注
目
が
集
ま
っ

て
い
た
。
再
生
絹
糸
の
価
値
は
、
繊
維
資
源
の
有
効
利
用
と
い
う
点

で
は
同
じ
で
あ
っ
て
も
、「
立
派
な
生
糸
」
を
作
る
と
い
う
目
的
か

ら
、
不
足
資
源
を
国
内
資
源
で
補
う
と
い
う
目
的
へ
転
換
す
る
こ
と

に
な
り
、
自
給
繊
維
資
源
に
よ
る
代
用
品
と
し
て
命
脈
を
保
つ
こ
と

に
な
っ
た
。

　

し
か
し
、
実
際
に
は
、
自
社
で
製
糸
業
や
絹
糸
紡
績
業
を
営
む
鐘

淵
紡
績
の
み
が
工
業
生
産
を
少
な
い
な
が
ら
も
続
け
る
の
み
で
あ
っ

た
。
鐘
淵
紡
績
で
は
、
一
九
三
一
年
に
六
〇
錘
で
中
間
工
業
化
試
験

を
開
始
し
、
一
九
三
四
年
頃
に
は
ブ
ー
レ
ッ
ト
の
滞
貨
二
〇
万
貫
が

さ
ら
に
激
増
し
た
た
め
に
短
繊
維
の
生
産
も
企
画
す
る
よ
う
に
な
っ

た
）
72
（

。
鐘
淵
紡
績
で
は
、「
最
初
の
間
は
均
一
な
絲
が
出
來
な
か
つ
た

が
今
や
設
備
が
改
良
さ
れ
て
全
く
均
一
な
る
絲
が
出
來
る
よ
う
に
な

り
、
茲
に
羊
毛
に
代
つ
て
大
な
る
需
要
を
起
す
更
生
絹
絲
業
が
成
立

す
る
に
到
り
」）

73
（

、
一
九
三
四
年
一
二
月
に
淀
川
工
場
で
日
産
〇
・
五
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ト
ン
の
試
験
生
産
を
開
始
し
た
。
短
繊
維
は
、
絹
糸
紡
績
で
使
用
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
、
紫
鐘
の
商
標
で
市
販
さ
れ
て
絹
糸
紡
績
糸
と
同

様
の
用
途
に
向
け
ら
れ
、
長
繊
維
は
、
市
販
さ
れ
ず
に
社
内
で
靴
下
、

サ
テ
ン
生
地
、
緞
通
な
ど
に
使
用
さ
れ
、
工
場
間
付
替
価
格
は
一
〇

〇
円
／
百
ポ
ン
ド
、
後
に
一
五
〇
円
／
百
ポ
ン
ド
と
な
っ
て
い
た）74
（

。

原
料
と
し
て
は
、
自
社
の
ブ
ー
レ
ッ
ト
の
他
に
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
輸

入
し
た
古
絹
靴
下
や
中
国
か
ら
輸
入
し
た
ブ
ー
レ
ッ
ト
も
用
い
て
い

た
。
生
産
能
力
も
、
翌
年
に
日
産
一
ト
ン
、
後
に
日
産
三
ト
ン
へ
と

拡
張
し
て
い
っ
た
が
、
一
九
三
九
年
一
二
月
、
原
料
の
減
少
か
ら
再

生
絹
糸
の
操
業
を
中
止
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
再
生
絹
糸
で
は
原
料

の
質
的
偏
差
が
激
し
く
、
鐘
淵
紡
績
で
は
、
最
終
的
に
均
一
な
原
料

を
求
め
て
合
成
化
学
品
に
向
か
い
、
合
成
繊
維
（
ポ
リ
ビ
ニ
ル
ア
ル

コ
ー
ル
繊
維
カ
ネ
ビ
ヤ
ン
）
の
開
発
へ
と
進
展
し
た）75
（

。
鐘
淵
紡
績
の

化
学
繊
維
工
業
の
取
り
組
み
は
、
再
生
絹
糸
こ
そ
撤
退
に
終
わ
っ
た

が
、
そ
れ
と
並
行
す
る
形
で
一
九
三
一
年
三
月
か
ら
人
絹
糸
の
研
究

も
開
始
し
て
お
り
、
一
九
三
四
年
七
月
に
防
府
工
場
の
建
設
に
着
手

し
て
い
た
。
再
生
絹
糸
に
早
く
か
ら
取
り
組
ん
で
い
た
鐘
淵
紡
績
で

あ
っ
て
も
、
品
質
と
価
格
の
両
面
で
再
生
絹
糸
を
圧
倒
す
る
よ
う
に

な
っ
た
人
絹
糸
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

　

一
方
、
も
う
一
つ
の
中
心
的
な
存
在
で
あ
っ
た
星
野
絹
糸
化
学
研

究
所
は
、
一
九
三
〇
年
代
の
活
動
の
多
く
が
判
明
せ
ず
、
試
験
生
産

を
継
続
し
な
が
ら
研
究
を
行
っ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
が
、
最
終
的

に
は
再
生
絹
糸
と
板
状
収
繭
法
の
工
業
化
権
を
富
士
瓦
斯
紡
績
に
譲

渡
す
る
こ
と
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る）76
（

。
富
士
瓦
斯
紡
績
で
は
、
一
九

三
三
年
頃
ま
で
に
再
生
絹
糸
の
研
究
に
着
手
し
て
お
り
、
採
算
面
は

厳
し
い
見
通
し
で
あ
っ
た
が
、
品
質
面
で
は
人
絹
糸
よ
り
も
弾
力
性

の
あ
る
も
の
を
作
っ
て
い
た）77
（

。
富
士
瓦
斯
紡
績
が
再
生
絹
糸
に
乗
り

出
す
理
由
と
し
て
は
、
鐘
淵
紡
績
と
同
様
に
、
自
社
の
絹
糸
紡
績
か

ら
出
る
ブ
ー
レ
ッ
ト
の
有
効
利
用
に
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
が
、
絹
糸

紡
績
業
の
停
滞
も
あ
り
、
結
局
は
工
業
化
に
至
ら
な
か
っ
た
。
一
九

三
〇
年
代
中
頃
に
は
、
後
追
い
で
研
究
を
開
始
し
て
い
た
東
洋
紡
績

の
よ
う
に
、
再
生
絹
糸
の
開
発
に
見
切
り
を
つ
け
て
撤
退
す
る
動
き

が
顕
著
に
な
っ
て
い
た
。

　

撤
退
が
相
次
ぐ
中
で
、
粘
り
強
く
研
究
を
続
け
て
い
た
大
阪
工
業

試
験
所
は
、
一
九
三
〇
年
代
後
半
に
は
事
業
化
の
見
通
し
を
得
て
い

た
。
こ
の
時
期
の
再
生
絹
糸
の
工
業
化
の
狙
い
に
は
、「
再
生
絹
糸

は
動
物
性
纎
維
な
る
を
以
て
再
生
絹
糸
織
物
と
し
て
好
適
な
る
は
勿

論
、
特
に
ス
テ
ー
プ
ル
フ
ア
イ
バ
ー
と
し
て
は
一
層
良
好
に
し
て
、

特
に
羊
毛
と
混
紡
す
る
時
は
染
色
、
鐲
感
、
光
澤
其
外
に
於
て
、
從

來
の
ヴ
ィ
ス
コ
ー
ス
よ
り
作
り
た
る
ス
テ
ー
プ
ル
・
フ
ア
イ
バ
ー
の
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如
き
植
物
性
纎
維
に
比
較
し
て
遥
か
に
優
良
な
り
」）

78
（

と
し
て
羊
毛
の

代
用
品
が
加
わ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
当
時
の
新
聞
で
は
、
大
阪

工
業
試
験
所
の
再
生
絹
糸
に
つ
い
て
、
既
存
の
銅
ア
ル
カ
リ
法
が
約

二
〇
〇
円
／
百
ポ
ン
ド
で
あ
る
の
に
対
し
て
約
一
一
〇
円
／
百
ポ
ン

ド
と
格
段
に
安
い
生
産
費
を
実
現
し
、
そ
の
製
品
は
絹
に
近
い
強
さ

を
も
ち
、
操
業
面
も
簡
便
で
あ
る
と
報
じ
ら
れ
て
お
り
、
技
術
的
な

課
題
の
解
決
が
期
待
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た）79
（

。
し
か
し
、
欠
点
と
さ

れ
た
の
が
原
料
の
問
題
で
あ
り
、
鐘
淵
紡
績
の
よ
う
に
自
社
で
ブ
ー

レ
ッ
ト
を
供
給
で
き
る
も
の
を
例
外
と
す
れ
ば
、
ブ
ー
レ
ッ
ト
の
大

量
調
達
と
そ
れ
に
と
も
な
う
原
料
価
格
の
高
騰
が
懸
念
さ
れ
て
い
た）80
（

。

生
産
費
も
、
表
8
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
銅
ア
ル
カ
リ
法
に
比
べ
る

と
低
く
な
っ
て
い
た
が
、
再
生
繊
維
の
主
流
と
な
っ
た
ビ
ス
コ
ー
ス

法
に
比
べ
る
と
か
な
り
高
く
、
工
業
生
産
に
移
行
し
て
も
人
絹
糸
や

ス
フ
と
の
競
合
は
厳
し
い
状
況
で
あ
っ
た
。
物
性
面
は
す
で
に
触
れ

た
よ
う
に
、
生
糸
に
及
ば
ず
、
乾
燥
強
度
や
弾
性
度
で
人
絹
糸
を
上

回
る
程
度
で
あ
り
、
生
産
費
の
高
さ
も
考
慮
す
る
と
、
物
性
的
・
価

格
的
に
市
場
展
開
に
悩
ま
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
結
局
、
大
阪
工

業
試
験
所
の
再
生
絹
糸
は
、
戦
時
期
に
入
り
実
現
し
な
か
っ
た
が
、

「
値
段
の
關
係
」
が
最
後
ま
で
大
き
な
壁
で
あ
り
続
け
た
。

　

生
産
技
術
の
改
良
が
期
待
ほ
ど
進
ま
な
か
っ
た
再
生
絹
糸
に
対
し

て
、
人
絹
糸
は
、
各
社
の
競
争
を
通
じ
た
技
術
進
歩
に
加
え
て
、
大

学
や
高
等
工
業
学
校
で
の
研
究
も
進
み
、
全
体
と
し
て
技
術
が
底
上

げ
さ
れ
て
い
た
。
代
用
品
と
し
て
の
役
割
は
、
戦
時
期
を
通
じ
て
み

れ
ば
、
人
絹
糸
や
ス
フ
が
担
う
こ
と
に
な
り
、
新
し
い
可
能
性
と
し

て
は
合
成
繊
維
や
牛
乳
・
大
豆
蛋
白
繊
維
の
研
究
に
向
か
っ
た
。
ま

た
、
副
蚕
糸
や
ブ
ー
レ
ッ
ト
は
、
再
生
絹
糸
に
大
き
く
利
用
さ
れ
る

こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
国
産
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
戦
時
期
に
は
魅
力

の
あ
る
繊
維
資
源
と
し
て
再
注
目
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
日
米
開

戦
に
よ
っ
て
生
糸
輸
出
の
道
が
断
た
れ
た
繭
は
、
綿
花
や
羊
毛
の
輸

入
が
途
絶
す
る
中
で
、
本
来
の
長
繊
維
を
切
断
し
、
副
蚕
糸
と
と
も

に
短
繊
維
原
料
と
し
て
使
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
羊
毛
工
業
に

と
っ
て
は
、
繭
や
副
蚕
糸
は
量
的
に
期
待
し
得
る
原
料
と
な
り
、
羊

毛
に
代
わ
る
動
物
性
繊
維
と
し
て
利
用
さ
れ
た）81
（

。

お
わ
り
に

　

日
本
で
は
、
蚕
糸
業
か
ら
出
た
副
蚕
糸
の
一
部
を
絹
糸
紡
績
に
利

用
し
、
そ
の
絹
糸
紡
績
で
生
じ
た
ブ
ー
レ
ッ
ト
の
一
部
を
紬
糸
紡
績

で
用
い
、
ま
た
織
物
や
編
物
と
し
て
一
度
使
わ
れ
た
絹
糸
も
再
び
利

用
す
る
な
ど
、
繊
維
資
源
の
有
効
利
用
が
試
み
ら
れ
て
い
た
。
し
か

し
、
そ
れ
で
も
す
べ
て
の
副
蚕
糸
や
ブ
ー
レ
ッ
ト
が
経
済
的
に
用
い
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ら
れ
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
再
生
絹
糸
は
、
そ
れ
ら
を
す
べ
て
有

効
に
利
用
す
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
そ
れ
ら
を
生
じ
さ
せ
な
い
よ
う
に

す
る
こ
と
を
目
指
し
、
製
品
と
し
て
は
生
糸
に
近
い
も
の
、
少
な
く

と
も
人
絹
糸
並
み
の
も
の
を
作
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
た
。
そ
れ

は
、
蚕
糸
業
の
合
理
化
に
寄
与
す
る
と
同
時
に
、
蚕
糸
業
の
脅
威
と

さ
れ
た
人
絹
糸
に
対
抗
す
る
も
の
で
も
あ
り
、
蚕
糸
業
の
革
命
と
喧

伝
さ
れ
得
る
ほ
ど
の
も
の
で
あ
っ
た
。

　

蚕
糸
業
の
停
滞
と
化
学
繊
維
工
業
の
躍
進
と
い
う
転
機
に
み
ら
れ

た
再
生
絹
糸
の
取
り
組
み
は
、
自
給
繊
維
資
源
の
有
効
利
用
を
前
提

と
し
た
技
術
開
発
で
あ
り
、
蚕
糸
業
か
ら
は
、
苦
境
に
直
面
し
て
い

た
蚕
糸
業
を
化
学
の
力
で
再
建
す
る
試
み
と
し
て
、
化
学
繊
維
工
業

か
ら
は
、
人
絹
糸
と
は
異
な
る
可
能
性
を
探
る
試
み
と
し
て
評
価
で

き
る
。
環
境
の
変
化
と
技
術
改
良
の
停
滞
に
よ
っ
て
工
業
化
を
進
め

る
意
義
が
失
わ
れ
、
結
果
的
に
実
現
し
な
か
っ
た
が
、
こ
の
取
り
組

み
は
、
最
小
の
資
源
で
最
大
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
生
み
出
そ
う
と
す
る

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
追
求
し
た
一
つ
の
挑
戦
で
あ
っ
た
の
で
は
な
か

ろ
う
か）82
（

。

〔
付
記
〕　

本
研
究
は
、
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費
Ｊ
Ｐ
１
５
Ｋ
１
７
１
０
０
の

助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。

（
1
）  

例
え
ば
、
田
中
雅
孝
『
両
大
戦
間
期
の
組
合
製
糸
─
長
野
県
下

伊
那
地
方
の
事
例
─
』（
御
茶
の
水
書
房
、
二
〇
〇
九
年
）、
松
村

敏
『
戦
間
期
日
本
蚕
糸
業
史
研
究
─
片
倉
製
糸
を
中
心
に
─
』

（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
二
年
）
な
ど
が
あ
る
。

（
2
）  

例
え
ば
、
濱
崎
實
「
絹
糸
紡
績
業
の
歴
史
的
展
開
過
程
─
創
業

期
か
ら
戦
前
期
ま
で
─
」（『
農
林
業
問
題
研
究
』
第
九
五
号
、
一

九
八
九
年
六
月
）、
原
田
栄
「
絹
糸
紡
績
業
の
展
開
─
日
本
近
代

工
業
の
歴
史
地
理
的
研
究　

第
二
報
─
」（『
平
工
業
高
等
専
門
学

校
紀
要
』
第
三
巻
第
一
号
、
一
九
六
五
年
）
な
ど
が
あ
る
。

（
3
）  

例
え
ば
、
内
田
星
美
「
人
絹
黄
金
時
代
」（
同
編
『
技
術
の
社

会
史　

第
五
巻　

工
業
社
会
へ
の
変
貌
と
技
術
』
有
斐
閣
、
一
九

八
三
年
）、
山
崎
広
明
『
日
本
化
繊
産
業
発
達
史
論
』（
東
京
大
学

出
版
会
、
一
九
七
五
年
）
な
ど
が
あ
る
。

（
4
）  

日
本
化
学
繊
維
協
会
編
『
日
本
化
学
繊
維
産
業
史
』（
日
本
化

学
繊
維
協
会
、
一
九
七
四
年
）、
日
本
繊
維
産
業
史
刊
行
委
員
会

編
『
日
本
繊
維
産
業
史　

各
論
篇
』（
繊
維
年
鑑
刊
行
会
、
一
九

五
八
年
）。

（
5
）  

再
生
絹
糸
に
つ
い
て
の
各
開
発
主
体
の
一
次
史
料
は
、
ほ
と
ん

ど
残
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
本
稿
の
作
成
に
際
し
て
は
、
社
史
、

新
聞
、
雑
誌
、
研
究
報
告
書
な
ど
に
多
く
を
依
拠
せ
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
。

（
6
）  

星
野
絹
絲
化
學
研
究
所
『
化
學
純
絹
絲
に
つ
い
て
』（
星
野
絹

絲
化
學
研
究
所
、
一
九
三
一
年
）。

（
7
）  
川
瀨
惣
次
郎
「
再
生
絹
絲
工
業
研
究
の
現
狀
」（『
化
學
工
業
時

報
』
第
四
巻
第
一
五
号
、
一
九
三
一
年
五
月
）
一
六
頁
、
北
澤
孝
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一
「
再
生
絹
絲
の
趨
勢
」（『
蠶
絲
學
雜
誌
』
第
五
巻
第
一
号
、
一

九
三
二
年
八
月
）
九
〇
〜
九
一
頁
。

（
8
）  
上
田
蚕
糸
専
門
学
校
、
郡
是
製
糸
、
片
倉
製
糸
、
京
都
市
工
業

研
究
所
で
の
再
生
絹
糸
の
研
究
は
、
史
料
の
制
約
か
ら
詳
細
が
判

明
し
な
か
っ
た
。
本
稿
で
取
り
上
げ
る
余
裕
は
な
い
が
、
郡
是
製

糸
に
つ
い
て
は
、「
再
生
絹
糸
の
發
明
」（『
大
阪
朝
日
新
聞
』
一

九
三
五
年
一
〇
月
二
三
日
）、
京
都
市
工
業
研
究
所
に
つ
い
て
は
、

猪
飼
博
・
松
本
康
之
「
天
然
絹
絲
屑
を
原
料
と
す
る
再
生
絹
絲
製

造
に
關
す
る
研
究
（
第
一
報
）」（『
京
都
市
工
業
研
究
所
報
告
』

第
八
号
、
一
九
三
〇
年
九
月
）
か
ら
研
究
の
一
端
が
わ
か
る
。

（
9
）  

星
野
絹
糸
化
学
研
究
所
は
、
再
生
絹
糸
の
研
究
を
目
的
と
し
て
、

一
九
二
三
年
四
月
に
日
米
生
糸
社
長
の
星
野
正
三
郎
に
よ
っ
て
設

立
さ
れ
た
。
星
野
絹
糸
化
学
研
究
所
で
は
、
桐
生
高
等
工
業
学
校

か
ら
山
賀
益
三
、
上
田
蚕
糸
専
門
学
校
か
ら
平
澤
勝
と
山
本
三
六

郎
を
採
用
し
、
中
性
塩
法
の
研
究
か
ら
開
始
し
た
が
、
一
九
二
六

年
に
銅
ア
ル
カ
リ
法
に
転
換
し
、
フ
ィ
ブ
ロ
イ
ン
の
コ
ロ
イ
ド
溶

液
化
に
成
功
し
た
。
溶
解
に
次
い
で
紡
糸
の
研
究
に
着
手
し
、
一

九
三
〇
年
九
月
か
ら
半
工
業
生
産
と
し
て
連
続
一
二
時
間
運
転
を

行
っ
て
い
た
（
星
野
正
三
郎
『
化
學
純
絹
絲
の
工
業
的
完
成
─
我

が
蠶
絲
業
の
科
學
的
一
大
變
革
─
』
蠶
絲
科
學
研
究
會
、
一
九
三

一
年
、
附
録
）。
大
阪
工
業
試
験
所
で
は
、
一
九
〇
〇
年
頃
か
ら

ワ
イ
マ
ル
ン
た
ち
が
中
性
塩
類
溶
液
中
で
の
フ
ィ
ブ
ロ
イ
ン
な
ど

の
分
散
性
の
研
究
を
行
っ
て
お
り
、
一
九
二
六
年
四
月
か
ら
、
大

森
台
三
郎
が
ワ
イ
マ
ル
ン
の
方
法
に
依
拠
し
て
再
生
絹
糸
の
研
究

に
着
手
し
て
い
た
（
大
森
台
三
郎
『
再
生
絹
絲
に
關
す
る
研
究
』

紡
織
雜
誌
社
、
一
九
三
九
年
、
一
頁
）。
鐘
淵
紡
績
は
、
一
九
〇

六
年
に
絹
糸
紡
績
業
、
一
九
一
三
年
に
絹
織
物
業
、
一
九
二
一
年

に
製
糸
業
に
進
出
し
て
い
た
。
鐘
淵
紡
績
で
は
、
一
九
二
三
年
か

ら
再
生
絹
糸
の
研
究
を
開
始
し
、
武
藤
留
之
助
と
飛
田
三
郎
が
、

フ
ィ
ブ
ロ
イ
ン
を
中
性
塩
に
溶
解
し
、
透
析
に
よ
っ
て
安
定
し
た

絹
コ
ロ
イ
ド
溶
液
を
得
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
た
（
鐘
紡
株
式
会

社
社
史
編
纂
室
編
『
鐘
紡
百
年
史
』
鐘
紡
株
式
会
社
、
一
九
八
八

年
、
二
八
六
頁
）。
な
お
、
鐘
淵
紡
績
の
再
生
絹
糸
の
前
史
と
位

置
づ
け
ら
れ
る
、
武
藤
留
之
助
に
よ
る
絹
糸
原
料
の
精
練
の
研
究

と
セ
リ
シ
ン
を
容
易
に
溶
解
す
る
醗
酵
素
ム
タ
ー
ゼ
の
発
明
に
つ

い
て
は
、
武
藤
山
治
『
私
の
身
の
上
話
』（
武
藤
金
太
、
一
九
三

四
年
）
三
一
四
〜
三
一
七
頁
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

（
10
）  

特
許
第
七
一
六
五
三
号
（
一
九
二
六
年
四
月
一
九
日
出
願
、
一

九
二
七
年
四
月
一
四
日
登
録
、
発
明
者
、
ワ
イ
マ
ル
ン
、
権
利
者
、

荘
司
市
太
郎
）。

（
11
）  

特
許
第
七
八
三
九
八
号
（
一
九
二
四
年
一
二
月
三
〇
日
出
願
、

一
九
二
八
年
九
月
二
九
日
登
録
、
発
明
者
、
山
賀
益
三
、
権
利
者
、

山
賀
益
三
）。

（
12
）  

特
許
第
七
八
〇
〇
一
号
（
一
九
二
七
年
一
二
月
一
五
日
出
願
、

一
九
二
八
年
九
月
三
日
登
録
、
発
明
者
、
武
藤
留
之
助
、
飛
田
三

郎
、
権
利
者
、
鐘
淵
紡
績
株
式
会
社
）。

（
13
）  

特
許
第
八
六
二
〇
三
号
（
一
九
二
九
年
六
月
一
日
出
願
、
一
九

三
〇
年
四
月
一
〇
日
登
録
、
発
明
者
、
ワ
イ
マ
ル
ン
、
権
利
者
、

荘
司
市
太
郎
）。

（
14
）  

前
掲
特
許
（
第
七
一
六
五
三
号
）。
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（
15
）  

北
澤
孝
一
「
再
生
絹
の
現
狀
」（『
蠶
絲
』
第
二
六
五
号
、
一
九

三
一
年
三
月
）
五
一
頁
。

（
16
）  
特
許
第
八
〇
六
四
四
号
（
一
九
二
七
年
三
月
一
二
日
出
願
、
一

九
二
九
年
二
月
二
二
日
登
録
、
発
明
者
、
山
本
三
六
郎
、
権
利
者
、

星
野
正
三
郎
）。

（
17
）  

大
森
台
三
郎
、
前
掲
書
、
一
三
一
頁
、
北
澤
孝
一
「
資
料　

再

生
絹
絲
の
趨
勢
（
承
前
）」（『
蠶
絲
學
雜
誌
』
第
五
巻
第
二
号
、

一
九
三
二
年
一
一
月
）
一
四
二
頁
。

（
18
）  

前
掲
特
許
（
第
八
六
二
〇
三
号
）、
前
掲
特
許
（
第
八
〇
六
四

四
号
）、
特
許
第
八
〇
六
二
二
号
（
一
九
二
七
年
一
二
月
一
七
日

出
願
、
一
九
二
九
年
二
月
二
二
日
登
録
、
発
明
者
、
武
藤
留
之
助
、

飛
田
三
郎
、
権
利
者
、
鐘
淵
紡
績
株
式
会
社
）、
特
許
第
八
九
五

五
七
号
（
一
九
三
〇
年
四
月
二
二
日
出
願
、
一
九
三
〇
年
一
二
月

一
五
日
登
録
、
発
明
者
、
喜
多
源
逸
、
山
内
源
登
、
増
田
周
三
、

権
利
者
、
財
団
法
人
理
化
学
研
究
所
）。

（
19
）  

星
野
正
三
郎
、
前
掲
書
、
八
九
〜
九
〇
頁
、
武
藤
山
治
、
前
掲

書
、
三
一
八
頁
。

（
20
）  

ビ
ス
コ
ー
ス
法
人
絹
糸
の
生
産
工
程
は
、
簡
単
に
は
、
安
価
な

木
材
パ
ル
プ
を
溶
解
し
て
セ
ル
ロ
ー
ス
溶
液
を
作
る
原
液
工
程
、

そ
の
溶
液
を
紡
糸
機
か
ら
凝
固
液
中
に
押
し
出
し
て
細
長
く
固
体

化
す
る
紡
糸
工
程
、
そ
れ
を
巻
き
取
り
糸
に
す
る
仕
上
工
程
か
ら

成
る
。

（
21
）  

日
本
繊
維
産
業
史
刊
行
委
員
会
、
前
掲
書
、
六
七
一
〜
六
七
二

頁
。

（
22
）  

玉
川
寛
治
『
製
糸
工
女
と
富
国
強
兵
の
時
代
─
生
糸
が
さ
さ
え

た
日
本
資
本
主
義
─
』（
新
日
本
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
）
一
七

八
〜
一
九
一
頁
。

（
23
）  

日
本
繊
維
産
業
史
刊
行
委
員
会
、
前
掲
書
、
二
五
五
頁
。

（
24
）  

星
野
正
三
郎
、
前
掲
書
、
六
五
頁
。
絹
糸
紡
績
で
発
生
す
る
屑

糸
、
ブ
ー
レ
ッ
ト
、
毛
羽
な
ど
の
低
級
原
料
の
一
部
は
、
紬
糸
紡

績
で
利
用
さ
れ
て
い
た
。

（
25
）  

「
一
〇
〇
年
史
資
料　

富
久
力
松
氏
回
想
録
」（
一
九
八
〇
年
八

月
七
日
作
成
、
東
洋
紡
株
式
会
社
社
史
室
所
蔵
資
料
）。

（
26
）  

「
再
生
絹
糸
時
代　

癈
物
の
屑
繭
か
ら
見
事
な
生
糸
を
」（『
大

阪
毎
日
新
聞
』
一
九
三
〇
年
一
一
月
二
日
）。

（
27
）  

同
右
。

（
28
）  

「
再
生
絹
糸
の
發
明
は
蠶
糸
界
の
大
問
題
」（『
大
阪
毎
日
新

聞
』
一
九
三
〇
年
一
一
月
三
日
）。

（
29
）  

「
再
生
絹
糸
の
成
功
─
星
野
絹
糸
化
學
研
究
所
の
『
化
學
純
絹

糸
』
報
告
─
」（『
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
』
一
九
三
一
年
五
月
一
一
日
）

一
四
頁
。

（
30
）  

「
化
學
純
絹
糸　

工
業
的
成
功
」（『
中
外
商
業
新
報
』
一
九
三

一
年
四
月
二
二
日
）。

（
31
）  

同
右
。

（
32
）  

同
右
。

（
33
）  

当
時
の
鐘
淵
紡
績
は
、
国
内
最
大
の
絹
糸
紡
績
設
備
九
万
三
一

四
八
錘
を
抱
え
、
一
日
当
た
り
一
〜
二
ト
ン
の
ブ
ー
レ
ッ
ト
が
絹

糸
紡
績
事
業
か
ら
生
じ
て
お
り
、
そ
れ
を
原
料
と
考
え
て
い
た

（
矢
澤
将
英
記
念
出
版
会
編
『
夢
と
執
念
の
人
─
矢
澤
将
英
─
』

矢
澤
将
英
記
念
出
版
会
、
一
九
八
一
年
、
二
四
頁
）。
な
お
、
再
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生
絹
糸
の
名
称
に
つ
い
て
、
星
野
絹
糸
化
学
研
究
所
は
化
学
純
絹

糸
、
鐘
淵
紡
績
は
更
生
絹
糸
と
称
し
て
い
た
が
、
本
稿
で
は
再
生

絹
糸
に
統
一
し
て
い
る
。

（
34
）  
「
再
生
絹
糸　

絹
業
界
の
革
命
兒
か
」（『
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
』
一

九
三
一
年
一
〇
月
一
日
）
三
八
頁
。

（
35
）  

同
右
、
三
八
頁
。

（
36
）  

北
澤
孝
一
、
前
掲
論
文
（
一
九
三
二
年
一
一
月
）、
一
四
四
頁
。

（
37
）  

前
掲
記
事
（『
大
阪
毎
日
新
聞
』
一
九
三
一
年
一
一
月
三
日
）、

北
澤
孝
一
、
前
掲
論
文
（
一
九
三
一
年
三
月
）、
五
三
頁
。

（
38
）  

前
掲
記
事
（『
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
』
一
九
三
一
年
一
〇
月
一
日
）、

三
七
頁
。
同
記
事
で
は
、
鐘
淵
紡
績
の
再
生
絹
糸
（
七
五
ｄ
）
の

価
格
を
二
七
〇
円
／
俵
（
二
・
〇
四
円
／
ポ
ン
ド
）
と
し
て
い
る
。

（
39
）  

国
内
の
絹
襤
褸
だ
け
で
は
な
く
、
一
九
三
〇
年
代
初
頭
、
ア
メ

リ
カ
か
ら
の
古
絹
靴
下
の
輸
入
が
増
加
し
て
お
り
、
そ
れ
が
糸
に

解
さ
れ
絹
織
機
に
か
け
ら
れ
て
、
安
物
の
お
召
や
友
禅
に
再
利
用

さ
れ
て
い
た
（「
ヤ
ン
キ
ー
・
ガ
ー
ル
の
古
靴
下
・
日
本
で
跳

梁
」『
時
事
新
報
』
一
九
三
三
年
一
〇
月
三
一
日
）。
な
お
、
絹
襤

褸
を
再
生
絹
糸
の
原
料
に
用
い
る
場
合
、
染
色
さ
れ
た
も
の
に
は

容
易
に
溶
解
で
き
な
い
も
の
も
あ
り
、
そ
の
対
策
が
必
要
で
あ
る

と
の
意
見
も
み
ら
れ
た
（
川
瀨
惣
次
郎
、
前
掲
論
文
、
一
七
頁
）。

（
40
）  

北
澤
孝
一
、
前
掲
論
文
（
一
九
三
一
年
三
月
）、
五
三
頁
。

（
41
）  

前
掲
記
事
（『
大
阪
毎
日
新
聞
』
一
九
三
〇
年
一
一
月
二
日
）。

（
42
）  

矢
澤
将
英
記
念
出
版
会
、
前
掲
書
、
二
三
頁
。

（
43
）  

角
替
利
策
「
再
生
絹
絲
に
就
て
」（『
化
學
工
業
時
報
』
第
五
巻

第
三
号
、
一
九
三
二
年
一
月
）
六
〜
七
頁
。

（
44
）  

星
野
正
三
郎
、
前
掲
書
、
二
四
頁
。

（
45
）  

津
田
信
吾
「
憂
慮
す
べ
き
生
絲
の
將
來
（
中
）」（『
時
事
新

報
』
一
九
三
二
年
一
二
月
二
六
日
）。

（
46
）  

星
野
正
三
郎
、
前
掲
書
、
序
二
頁
。

（
47
）  

特
許
第
九
三
四
三
四
号
（
一
九
三
〇
年
一
一
月
二
一
日
出
願
、

一
九
三
一
年
一
一
月
二
日
登
録
、
発
明
者
、
山
本
三
六
郎
、
権
利

者
、
星
野
正
三
郎
）。

（
48
）  

星
野
正
三
郎
、
前
掲
書
、
三
七
〜
三
八
頁
。

（
49
）  

「
養
蠶
界
に
次
の
時
代
を
約
束
す
る
板
状
収
繭
法
」（『
東
京
朝

日
新
聞
』
一
九
三
三
年
一
月
三
〇
日
）。

（
50
）  

星
野
正
三
郎
、
前
掲
書
、
三
三
頁
。

（
51
）  

同
右
、
六
八
頁
。

（
52
）  

同
右
、
五
二
〜
五
三
頁
、
六
三
〜
六
四
頁
、
六
六
〜
六
七
頁
。

な
お
、
本
文
中
で
は
純
益
額
を
二
〇
二
万
円
と
し
て
い
る
が
、
同

書
記
載
の
各
項
目
を
正
し
い
と
し
て
計
算
す
る
と
一
五
〇
万
円
と

な
り
、
項
目
額
か
合
計
額
に
間
違
い
が
あ
る
と
み
ら
れ
る
。

（
53
）  

ア
メ
リ
カ
で
の
生
糸
の
靴
下
向
け
の
比
率
は
、
一
九
二
九
年
の

二
七
・
九
％
か
ら
、
一
九
三
八
年
に
七
二
・
二
％
、
一
九
三
九
年

に
は
八
一
・
一
％
に
ま
で
増
加
し
て
い
た
（
志
賀
寛
「
ア
メ
リ
カ

の
纎
維
事
情
と
生
絲
貿
易
の
將
來
」『
農
業
と
經
濟
』
第
一
五
巻

第
三
号
、
一
九
四
九
年
三
月
、
四
二
頁
）。

（
54
）  

濱
崎
實
、
前
掲
論
文
、
四
二
頁
。

（
55
）  
日
本
繊
維
産
業
史
刊
行
委
員
会
、
前
掲
書
、
二
五
五
〜
二
五
六

頁
。

（
56
）  

「
工
業
日
本
獨
特
の
壇
上　

再
生
品
銘
々
傳　

四
」（『
臺
灣
日
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日
新
聞
』
一
九
三
五
年
二
月
二
四
日
）。

（
57
）  

前
掲
記
事
（『
大
阪
朝
日
新
聞
』
一
九
三
五
年
一
〇
月
二
三
日
）。

（
58
）  
喜
多
源
逸
「
纎
維
工
業
と
化
學
的
研
究
」（『
工
業
化
學
雜
誌
』

第
三
五
巻
第
五
号
、
一
九
三
二
年
五
月
）
六
一
六
頁
。

（
59
）  

矢
澤
将
英
記
念
出
版
会
、
前
掲
書
、
二
五
頁
。
矢
澤
将
英
は
、

再
生
絹
糸
の
熱
処
理
に
つ
い
て
、
脱
塩
工
程
に
長
い
日
数
を
要
す

る
た
め
、「
ボ
ビ
ン
に
ま
い
た
更
生
絹
糸
（
再
生
フ
ィ
ブ
ロ
イ

ン
）
を
お
湯
の
中
で
煮
て
み
た
ら
ど
う
な
る
か
と
い
う
発
想
が
浮

か
ん
で
き
た
」（
同
、
二
五
頁
）
と
回
顧
し
て
い
る
。
な
お
、
再

生
絹
糸
の
熱
処
理
の
有
効
性
は
、
増
田
裕
美
ほ
か
「
臭
化
リ
チ
ウ

ム
／
エ
タ
ノ
ー
ル
／
水
混
合
溶
液
系
で
の
再
生
家
蚕
絹
フ
ィ
ブ
ロ

イ
ン
繊
維
の
作
製
と
キ
ャ
ラ
ク
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」（『
製
糸
絹
研

究
会
誌
』
第
九
巻
、
二
〇
〇
〇
年
）
で
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。

（
60
）  

星
野
正
三
郎
、
前
掲
書
、
六
五
頁
。

（
61
）  

同
右
、
九
四
〜
九
五
頁
。

（
62
）  

矢
澤
将
英
記
念
出
版
会
、
前
掲
書
、
二
五
頁
。
鐘
淵
紡
績
の
矢

澤
将
英
も
、
ブ
ー
レ
ッ
ト
の
質
的
偏
差
が
大
き
い
た
め
、
繭
か
ら

再
生
絹
糸
を
作
る
こ
と
を
一
時
検
討
し
た
よ
う
で
あ
る
。

（
63
）  

北
澤
孝
一
、
前
掲
論
文
（
一
九
三
一
年
三
月
）、
五
二
〜
五
三

頁
。

（
64
）  

佐
藤
渉
『
ビ
ニ
ロ
ン
物
語
』（
私
家
版
、
一
九
九
四
年
）
三
〜

四
頁
。

（
65
）  

星
野
正
三
郎
、
前
掲
書
、
九
二
〜
九
四
頁
。

（
66
）  

大
森
台
三
郎
、
前
掲
書
、
一
三
一
頁
。

（
67
）  

前
掲
記
事
（『
東
京
朝
日
新
聞
』
一
九
三
三
年
一
月
三
〇
日
）。

（
68
）  

「
製
糸
界
の
革
命　

丁
度
人
絹
の
様
に
板
繭
を
溶
か
し
て
」

（『
中
外
商
業
新
報
』
一
九
三
五
年
九
月
一
七
日
）、
本
多
寛
・
安

村
作
郎
「
平
面
繭
に
つ
い
て
」（『
繊
維
学
会
誌
』
第
三
二
巻
第
一

一
号
、
一
九
七
六
年
一
一
月
）
一
八
頁
。

（
69
）  

前
掲
記
事
（『
臺
灣
日
日
新
聞
』
一
九
三
五
年
二
月
二
四
日
）。

（
70
）  

「
養
蠶
製
糸
業
の
再
檢
討
」（『
神
戸
新
聞
』
一
九
三
八
年
二
月

二
八
日
）。

（
71
）  

「
毛
髪
や
蟹
の
甲
羅
が
立
派
な
再
生
絹
糸
に
」（『
大
阪
毎
日
新

聞
』
一
九
三
八
年
三
月
一
二
日
）。
こ
の
時
期
、
絹
も
、
用
途
の

行
き
詰
ま
り
を
打
開
し
、
滞
貨
生
糸
を
処
分
す
る
た
め
、
熱
処
理

や
薬
品
処
理
に
よ
っ
て
繊
維
表
面
を
擬
毛
状
に
変
化
さ
せ
て
、
羊

毛
の
代
用
品
と
し
て
の
新
し
い
展
開
を
検
討
し
て
い
た
。
人
絹
糸

で
も
、
中
空
人
絹
糸
、
扁
平
人
絹
糸
、
断
面
凹
凸
人
絹
糸
の
開
発

に
よ
っ
て
羊
毛
や
綿
花
の
代
用
品
を
志
向
す
る
動
き
が
み
ら
れ
た

（「
化
學
工
業
界
の
目
覚
ま
し
い
飛
躍　

①
纖
維
工
業
で
は
人
絹
も

の
」『
大
阪
朝
日
新
聞
』
一
九
三
六
年
一
〇
月
二
九
日
）。

（
72
）  

鐘
紡
株
式
会
社
社
史
編
纂
室
編
、
前
掲
書
、
二
八
七
頁
。

（
73
）  

武
藤
山
治
、
前
掲
書
、
三
一
九
頁
。

（
74
）  

日
本
繊
維
産
業
史
刊
行
委
員
会
、
前
掲
書
、
六
七
三
頁
。

（
75
）  

矢
澤
将
英
記
念
出
版
会
、
前
掲
書
、
二
五
〜
二
六
頁
。

（
76
）  

前
掲
記
事
（『
中
外
商
業
新
報
』
一
九
三
五
年
九
月
一
七
日
）。

（
77
）  

安
達
和
『
我
國
策
と
人
絹
の
將
來
』（
私
家
版
、
一
九
三
三

年
）
三
一
頁
。

（
78
）  
大
森
台
三
郎
、
前
掲
書
、
一
三
一
頁
。

（
79
）  

前
掲
記
事
（『
大
阪
毎
日
新
聞
』
一
九
三
八
年
三
月
一
二
日
）。
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（
80
）  

大
森
台
三
郎
、
前
掲
書
、
一
三
一
〜
一
三
二
頁
。

（
81
）  

日
本
毛
織
株
式
会
社
百
年
史
編
纂
室
編
『
日
本
毛
織
百
年
史
』

（
日
本
毛
織
株
式
会
社
、
一
九
九
七
年
）
三
一
八
〜
三
一
九
頁
。

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
の
一
例
と
し
て
、
日
本
毛
織
で
は
、
副
蚕

糸
三
〇
％
、
ス
フ
七
〇
％
の
梳
繊
糸
の
生
産
を
行
っ
て
い
た
。
な

お
、
同
書
に
よ
れ
ば
、
生
糸
輸
出
の
停
止
後
、
滞
留
し
た
繭
の
六

〇
％
が
短
繊
維
化
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

（
82
）  

再
生
絹
糸
の
取
り
組
み
は
、
例
え
ば
、N

avi Radjou &
 

Jaideep Prabhu, Frugal Innovation: H
ow

 to do m
ore 

w
ith less, Econom

ist Books, 2015

に
み
ら
れ
る
よ
う
な
フ

ル
ー
ガ
ル
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
に
も
通
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
る

か
も
し
れ
な
い
。

受
付
日　

二
〇
一
六
年
七
月
三
〇
日
／
受
理
日　

二
〇
一
六
年
八
月
三
日

（
ひ
ら
の
　
き
ょ
う
へ
い
・
神
戸
大
学
大
学
院
経
営
学
研
究
科
准
教
授
）


